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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影を行う空間である撮影空間が形成された画像処理装置において、
　複数の利用者の証明写真用画像の撮影を行うことが選択された場合、前記撮影空間にい
る複数の前記利用者を、１人ずつ順に撮影し、それぞれの前記利用者が写る前記証明写真
用画像を生成する撮影手段
　を備える画像処理装置。
【請求項２】
　１人目の前記利用者の撮影が終わった場合、２人目の前記利用者に入れ替わることを案
内する案内手段をさらに備える
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記案内手段は、１人目の前記利用者の撮影の開始前、２人目の前記利用者に待機する
ことを案内する
　請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　１人目の前記利用者が撮影を行っている場合、１人目の前記利用者が映る動画を表示さ
せ、２人目の前記利用者が撮影を行っている場合、２人目の前記利用者が映る動画を表示
させる表示手段をさらに備える
　請求項１乃至３のいずれかに記載の画像処理装置。
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【請求項５】
　前記証明写真用画像の調整を行う空間である画像処理空間に設けられる、画像処理用の
表示手段をさらに備える
　請求項１乃至４のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記撮影手段は、それぞれの前記利用者の前記証明写真用画像の撮影を複数回ずつ行い
、
　前記画像処理用の表示手段は、調整の対象とする前記証明写真用画像の選択に用いられ
る画像選択画面を表示し、同じ前記画像選択画面を用いて、複数の前記利用者に前記証明
写真用画像を選択させる
　請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記画像処理用の表示手段は、１人目の前記利用者の前記証明写真用画像の調整に用い
られる調整画面を表示し、１人目の前記利用者の前記証明写真用画像の調整が終わった場
合、２人目の前記利用者の前記証明写真用画像の調整に用いられる調整画面を表示する
　請求項５または６に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記画像処理用の表示手段は、前記証明写真用画像の調整に用いられる調整画面を表示
し、同じ前記調整画面を用いて、複数の前記利用者に前記証明写真用画像の調整を行わせ
る
　請求項５または６に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記撮影手段による撮影によって得られたそれぞれの前記利用者が写る前記証明写真用
画像を印刷媒体に印刷する印刷手段をさらに備える
　請求項１乃至８のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記撮影手段による撮影によって得られたそれぞれの前記利用者が写る前記証明写真用
画像を他の装置に送信する通信手段をさらに備える
　請求項１乃至９のいずれかに記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　撮影を行う空間である撮影空間が形成された画像処理装置の撮影方法において、
　複数の利用者の証明写真用画像の撮影を行うことが選択された場合、前記撮影空間にい
る複数の前記利用者を、１人ずつ順に撮影し、それぞれの前記利用者が写る前記証明写真
用画像を生成する
　ステップを含む撮影方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置および撮影方法に関し、特に、証明写真として用いることので
きる画像の撮影を複数人で行うことができるようにした画像処理装置および撮影方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　履歴書などに貼るための証明写真を用意するのにボックス型の証明写真機が用いられる
ことが多い。
【０００３】
　利用者は、電車の駅の構内などに設置されている証明写真機のブース内に入り、用意さ
れた椅子に座って、画面の案内に従って用途やサイズを選択したり、撮影を行ったりする
。撮影した画像に対して画質の調整などを行った後、印刷の開始を指示し、光沢紙などに
印刷された写真を受け取ることになる（例えば特許文献１）。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－０３８４５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　筐体のコンパクト化のため、通常、利用者が入るブースは１人しか入ることができない
ようになっており、５分程度の時間とはいえ、そのような狭い空間で１人きりで一連の作
業を行うことに対して抵抗感がある人もいる。
【０００６】
　本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、証明写真として用いることので
きる画像の撮影を複数人で行うことができるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の画像処理装置は、撮影を行う空間である撮影空間が形成された画像処理装置に
おいて、複数の利用者の証明写真用画像の撮影を行うことが選択された場合、前記撮影空
間にいる複数の前記利用者を、１人ずつ順に撮影し、それぞれの前記利用者が写る前記証
明写真用画像を生成する撮影手段を備える。
【０００８】
　１人目の前記利用者の撮影が終わった場合、２人目の前記利用者に入れ替わることを案
内する案内手段をさらに設けることができる。
【０００９】
　前記案内手段には、１人目の前記利用者の撮影の開始前、２人目の前記利用者に待機す
ることを案内させることができる。
【００１０】
　１人目の前記利用者が撮影を行っている場合、１人目の前記利用者が映る動画を表示さ
せ、２人目の前記利用者が撮影を行っている場合、２人目の前記利用者が映る動画を表示
させる表示手段をさらに設けることができる。
【００１１】
　前記証明写真用画像の調整を行う空間である画像処理空間に設けられる、画像処理用の
表示手段をさらに設けることができる。
【００１２】
　前記撮影手段には、それぞれの前記利用者の前記証明写真用画像の撮影を複数回ずつ行
わせ、前記画像処理用の表示手段には、調整の対象とする前記証明写真用画像の選択に用
いられる画像選択画面を表示させ、同じ前記画像選択画面を用いて、複数の前記利用者に
前記証明写真用画像を選択させることができる。
【００１３】
　前記画像処理用の表示手段には、１人目の前記利用者の前記証明写真用画像の調整に用
いられる調整画面を表示させ、１人目の前記利用者の前記証明写真用画像の調整が終わっ
た場合、２人目の前記利用者の前記証明写真用画像の調整に用いられる調整画面を表示さ
せることができる。
【００１４】
　前記画像処理用の表示手段には、前記証明写真用画像の調整に用いられる調整画面を表
示させ、同じ前記調整画面を用いて、複数の前記利用者に前記証明写真用画像の調整を行
わせることができる。
【００１５】
　前記撮影手段による撮影によって得られたそれぞれの前記利用者が写る前記証明写真用
画像を印刷媒体に印刷する印刷手段をさらに設けることができる。
　前記撮影手段による撮影によって得られたそれぞれの前記利用者が写る前記証明写真用
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画像を他の装置に送信する通信手段をさらに設けることができる。
　本発明の画像処理装置においては、複数の利用者の証明写真用画像の撮影を行うことが
選択された場合、撮影空間にいる複数の前記利用者が、１人ずつ順に撮影され、それぞれ
の前記利用者が写る前記証明写真用画像が生成される。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、証明写真として用いることのできる画像の撮影を複数人で行うことが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施の形態に係る写真シール作成装置の外観の構成例を示す斜視図で
ある。
【図２】写真シール作成装置の外観を他の角度からみた斜視図である。
【図３】利用者の移動について説明する図である。
【図４】撮影部の構成例を示す図である。
【図５】撮影・表示ユニットの正面を拡大して示す図である。
【図６】鏡が閉じる様子を示す図である。
【図７】背景部の構成例を示す図である。
【図８】床材の平面図である。
【図９】画像処理ユニットの背面の構成例を示す図である。
【図１０】画像処理ユニットの側面の構成例を示す図である。
【図１１】編集画像が印刷されたシール紙の例を示す図である。
【図１２】編集画像のレイヤ構造の例を示す図である。
【図１３】証明写真用画像が印刷されたシール紙の例を示す図である。
【図１４】証明写真用画像のレイヤ構造の例を示す図である。
【図１５】写真シール作成装置の内部の構成例を示すブロック図である。
【図１６】制御部の機能構成例を示すブロック図である。
【図１７】図１６の撮影管理部の構成例を示すブロック図である。
【図１８】図１６の画像処理管理部の構成例を示すブロック図である。
【図１９】図１６の印刷管理部の構成例を示すブロック図である。
【図２０】図１６の事後接客管理部の構成例を示すブロック図である。
【図２１】シール作成ゲーム提供処理について説明するフローチャートである。
【図２２】図２１のステップＳ１において行われるコース選択処理について説明するフロ
ーチャートである。
【図２３】コース選択画面の例を示す図である。
【図２４】コース選択画面の例を示す図である。
【図２５】コース選択画面の例を示す図である。
【図２６】人数の選択画面の例を示す図である。
【図２７】用途の選択画面の例を示す図である。
【図２８】業界の選択画面の例を示す図である。
【図２９】撮影時間間隔の選択画面の例を示す図である。
【図３０】図２１のステップＳ４において行われる証明写真コースにおける通常コースの
撮影処理について説明するフローチャートである。
【図３１】撮影前ガイダンス画面の例を示す図である。
【図３２】ライブビュー表示画面の例を示す図である。
【図３３】ライブビュー表示画面の例を示す図である。
【図３４】撮影結果確認画面の例を示す図である。
【図３５】ライブビュー表示画面の例を示す図である。
【図３６】図２１のステップＳ４において行われる証明写真コースにおける通常コースの
撮影処理について説明するフローチャートである。
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【図３７】ライブビュー表示画面の例を示す図である。
【図３８】撮影結果確認画面の例を示す図である。
【図３９】図２１のステップＳ５において行われる証明写真用画像の調整処理について説
明するフローチャートである。
【図４０】画像選択画面の例を示す図である。
【図４１】画像選択画面の他の例を示す図である。
【図４２】画像選択画面の他の例を示す図である。
【図４３】警告画面の例を示す図である。
【図４４】調整前ガイダンス画面の例を示す図である。
【図４５】調整画面の例を示す図である。
【図４６】図４５の調整画面の一部の拡大図である。
【図４７】調整画面の例を示す図である。
【図４８】画像処理の例を示す図である。
【図４９】図４５の調整画面の他の一部の拡大図である。
【図５０】写りの組み合わせの例を示す図である。
【図５１】調整画面の例を示す図である。
【図５２】調整画面の例を示す図である。
【図５３】調整画面の例を示す図である。
【図５４】調整画面の例を示す図である。
【図５５】調整画面の例を示す図である。
【図５６】図２１のステップＳ６において行われる証明写真用画像の印刷処理について説
明するフローチャートである。
【図５７】証明写真用画像が印刷されたシール紙の例を示す図である。
【図５８】証明写真用画像が印刷されたシール紙の例を示す図である。
【図５９】図２１のステップＳ９において行われる事後接客処理について説明するフロー
チャートである。
【図６０】メールアドレスの入力画面の例を示す図である。
【図６１】紹介画面の例を示す図である。
【図６２】図２１のステップＳ１０において行われる証明写真コースにおけるスピードコ
ースの撮影処理について説明するフローチャートである。
【図６３】図２１のステップＳ１０において行われる証明写真コースにおけるスピードコ
ースの他の撮影処理について説明するフローチャートである。
【図６４】仕上がりイメージの選択画面の例を示す図である。
【図６５】仕上がりイメージの選択画面の例を示す図である。
【図６６】図２１のステップＳ１５において行われるプリコースにおける撮影処理につい
て説明するフローチャートである。
【図６７】ライブビュー表示画面の例を示す図である。
【図６８】図２１のステップＳ１６において行われる撮影画像の編集処理について説明す
るフローチャートである。
【図６９】目＆顔サイズ調整画面の例を示す図である。
【図７０】明るさ調整画面の例を示す図である。
【図７１】背景選択画面の例を示す図である。
【図７２】編集画面の例を示す図である。
【図７３】分割数選択画面の例を示す図である。
【図７４】図２１のステップＳ１７において行われる編集画像の印刷処理について説明す
るフローチャートである。
【図７５】図２１のステップＳ１８において行われる事後接客処理について説明するフロ
ーチャートである。
【図７６】写真シール作成装置の外観の他の構成例を示す斜視図である。
【図７７】タイミングチャートの例を示す図である。
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【図７８】タイミングチャートの他の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
＜写真シール作成装置の外観構成＞
［全体の構成］
　図１は、写真シール作成装置１の外観の構成例を示す斜視図である。
【００１９】
　写真シール作成装置１は、撮影や編集等の作業を利用者にゲームとして行わせ、画像を
提供するゲーム機である。画像の提供は、シール紙に印刷した形で行われるだけでなく、
サーバに送信した画像を利用者の携帯端末上で閲覧可能にする形で行われることもある。
写真シール作成装置１はゲームセンターなどの店舗に設置される。
【００２０】
　写真シール作成装置１で遊ぶ利用者は、編集画像の提供を受けるため、自身が被写体と
なって好みのポーズをとって撮影を行い、撮影によって得られた撮影画像に手書きの文字
やスタンプ画像などの合成用画像を合成させるなどして、撮影画像を彩り豊かな画像に編
集する。利用者は、編集済みの撮影画像である編集画像が印刷されたシール紙を受け取っ
て一連のゲームを終了させる。
【００２１】
　また、写真シール作成装置１は、証明写真として用いるための画像である証明写真用画
像を利用者に提供する機能をも有する。利用者は、写真シール作成装置１の利用を開始す
るとき、はじめに、編集画像の提供を受けるためのゲームを行うのか、証明写真用画像の
提供を受けるためのゲームを行うのかを選択することになる。
【００２２】
　証明写真用画像の提供を受ける利用者は、自身が被写体となって撮影を行い、撮影によ
って得られた撮影画像の写りを調整することにより、証明写真用画像を生成する。利用者
は、証明写真用画像が印刷されたシール紙を受け取って一連のゲームを終了させる。
【００２３】
　編集画像が印刷されたシール紙を受け取ろうとする利用者は、主に２人または３人等の
複数人からなる利用者のグループである。証明写真用画像が印刷されたシール紙を受け取
ることについても同様に、複数人からなるグループで行うことができる。
【００２４】
　以下、適宜、写真シール作成装置１に用意されたコースのうち、編集画像の提供を受け
るためのコースをプリコース（プリントシールコース）といい、証明写真用画像の提供を
受けるためのコースを証明写真コースという。
【００２５】
　プリコースの一連の処理には、好みのポーズをとって行う撮影と、その撮影によって得
られた撮影画像の編集と、編集によって得られた編集画像の印刷が含まれる。撮影画像の
編集には、被写体の明るさや肌の色などの写りを調整する処理の他に、あらかじめ用意さ
れた編集ツールを用いた所定の合成用画像を、編集対象の撮影画像上の、タッチペンなど
によって利用者により指示された位置に合成する処理が含まれる。
【００２６】
　一方、証明写真コースの一連の処理には、基本的に、証明写真のためにあらかじめ決め
られたポーズをとって行う撮影と、その撮影によって得られた撮影画像の中から選択した
証明写真用画像の調整と、調整後の証明写真用画像の印刷が含まれる。証明写真用画像の
調整には、被写体として写る人物の位置と大きさを調整する処理、および／または肌の明
るさや髪の色などの写りを調整する処理がある。
【００２７】
　図１に示すように、写真シール作成装置１は、撮影ユニット１１と画像処理ユニット１
２が接した状態で設置されることによって構成される。
【００２８】
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　撮影ユニット１１は、撮影部２１と背景部２２から構成される。撮影部２１と背景部２
２は離して設置され、撮影部２１と背景部２２の間に設けられる空間が、利用者が撮影を
行う撮影空間となる。
【００２９】
　撮影部２１は、利用者を被写体とした撮影処理を行う装置である。撮影部２１は、撮影
空間に入った利用者が撮影処理を行うために向く方向である正面に位置する。撮影空間に
臨む撮影部２１の正面には、カメラや各種の操作に用いられるタッチパネルモニタなどが
設けられる。撮影空間にいる利用者から見て右側の面を右側面、左側の面を左側面とする
と、撮影部２１の右側面が側面パネル４２Ａにより構成され、左側面が側面パネル４２Ｂ
（図３）により構成される。
【００３０】
　背景部２２は、正面を向いて撮影を行っている利用者の背面側に位置する板状の部材で
ある背面パネル５１、背面パネル５１の右端に取り付けられ、側面パネル４２Ａより横幅
の狭い板状の部材である側面パネル５２Ａ、および、背面パネル５１の左端に取り付けら
れ、側面パネル４２Ｂより横幅の狭い板状の部材である側面パネル５２Ｂ（図３）から構
成される。
【００３１】
　撮影部２１の右側面を構成する側面パネル４２Ａと背景部２２の側面パネル５２Ａは、
ほぼ同一平面に設けられる。側面パネル４２Ａと側面パネル５２Ａは、上部が板状の部材
である連結部２３Ａによって連結され、下部が、床面に設けた例えば金属製の部材である
連結部２３Ａ’によって連結される。撮影部２１の左側面を構成する側面パネル４２Ｂと
背景部２２の側面パネル５２Ｂも同様に、ほぼ同一平面に設けられ、上部において連結部
２３Ｂによって連結され、下部において、床面に設けた金属製の部材である連結部２３Ｂ
’（図示せず）によって連結される。
【００３２】
　撮影部２１の側面パネル４２Ａ、連結部２３Ａ、および背景部２２の側面パネル５２Ａ
に囲まれることによって形成される開口が撮影空間の出入り口となる。また、撮影部２１
の側面パネル４２Ｂ、連結部２３Ｂ、および背景部２２の側面パネル５２Ｂに囲まれるこ
とによって形成される開口も撮影空間の出入り口となる。撮影空間の内部には床材２７が
設置される。利用者は、撮影空間に入り、床材２７の上に立って撮影を行うことになる。
【００３３】
　背景部２２の上部には、背面パネル５１、側面パネル５２Ａ、および側面パネル５２Ｂ
に支持される形で背景カーテンユニット２５が設けられる。背景カーテンユニット２５に
は、クロマキー用の緑色の背景に利用される巻き取り式の背景カーテンが収納される。背
景カーテンユニット２５は、撮影部２１に設けられたカメラ等による撮影と連動して動作
し、撮影の際に、カーテンを下ろし、撮影が終了したらカーテンを巻き取る。なお、前記
背景カーテンの代わりに、または、前記背景カーテンに加え、色または模様の異なる、背
景に利用される巻き取り式の背景カーテンが複数収納されるようにし、背景カーテンユニ
ット２５が、撮影部２１に設けられたカメラ等による撮影と連動して動作し、撮影の際に
、例えば利用者により選択された色のカーテンを下ろし、その他のカーテンを巻き取るよ
うにしてもよい。なお、カーテンを背面パネル５１に貼り付けてもよい。
【００３４】
　背面パネル５１の上方には、LED表示灯やLCDなどよりなる表示灯５３が設けられる。表
示灯５３には、撮影空間でいま行われている撮影が、プリコースの撮影であるのか、証明
写真コースの撮影であるのかを表す情報が表示される。
【００３５】
　「証明写真撮影中」などのような、証明写真コースの撮影が行われていることを表す情
報が表示されることにより、証明写真用画像の撮影機能が写真シール作成装置１に搭載さ
れていることをアピールすることができる。なお、表示灯５３の設置場所は、背面パネル
５１の上方に限らず、利用しようとする顧客あるいは店舗の従業員から見える位置であれ
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ばどの場所であってもよい。
【００３６】
　撮影空間の上方には、撮影部２１の正面、連結部２３Ａ、連結部２３Ｂ、および背景カ
ーテンユニット２５に囲まれる開口が形成され、その開口の一部を覆うように天井ストロ
ボユニット２４が設けられる。天井ストロボユニット２４の一端が連結部２３Ａに固定さ
れ、他端が連結部２３Ｂに固定される。天井ストロボユニット２４は、撮影に合わせて撮
影空間内に向けて光を照射するストロボを内蔵する。天井ストロボユニット２４の内部に
は、ストロボの他に蛍光灯が設けられており、撮影空間の照明としても機能する。
【００３７】
　画像処理ユニット１２は、プリコース時の撮影画像の編集処理、および証明写真コース
時の証明写真用画像の調整処理を行う装置である。以下、適宜、撮影画像の編集と証明写
真用画像の調整を区別する必要がない場合、まとめて画像処理という。
【００３８】
　画像処理ユニット１２は、一方の側面が撮影部２１の背面に接するように撮影ユニット
１１に連結して設けられる。画像処理ユニット１２には、画像処理時に利用者により用い
られるタブレット内蔵モニタなどの構成が設けられる。
【００３９】
　図１に一部が見える画像処理ユニット１２の構成を正面側の構成とすると、２組の利用
者が同時に画像処理を行うことができるように、画像処理ユニット１２の正面側と背面側
には画像処理に用いられる構成がそれぞれ設けられる。
【００４０】
　画像処理ユニット１２の正面側は、床面に対して垂直な面であり、側面パネル４２Ａと
ほぼ平行な面である面７１と、面７１の上方に形成された斜面７２から構成される。斜面
７２には、画像処理の作業に用いられる構成が設けられる。斜面７２の右側には、照明装
置７４（図２）の一端を支持する柱状の支持部７３Ａが設けられる。斜面７２の左側にも
、照明装置７４の他端を支持する柱状の支持部７３Ｂ（図２）が設けられる。支持部７３
Ａの右側には、画像処理ユニット１２の側面を構成する板状のパネル７３Ｃが設けられる
。パネル７３Ｃの上面にはカーテンレール２６を支持する支持部７５が設けられる。
【００４１】
　画像処理ユニット１２の上方にはカーテンレール２６が取り付けられる。カーテンレー
ル２６は、３本のレール２６Ａ乃至２６Ｃを、上から見たときの形状がコの字状となるよ
うに組み合わせることによって構成される。平行に設けられるレール２６Ａとレール２６
Ｂの一端は、連結部２３Ａと連結部２３Ｂにそれぞれ固定され、他端にレール２６Ｃの両
端が接合される。
【００４２】
　カーテンレール２６には、画像処理ユニット１２の正面前方の空間と背面前方の空間の
内部が外から見えないようにカーテンが取り付けられる。カーテンレール２６に取り付け
られたカーテンにより囲まれる画像処理ユニット１２の正面前方の空間と背面前方の空間
が、利用者が撮影画像の編集を行ったり、証明写真用画像の調整を行ったりする画像処理
空間となる。
【００４３】
　図２は、写真シール作成装置１を別の角度から見た斜視図である。
【００４４】
　後述するように、画像処理ユニット１２の右側面には、タブレット内蔵モニタや、印刷
済みのシール紙が排出されるシール紙排出口などが設けられる。画像処理ユニット１２の
側面に設けられるタブレット内蔵モニタは、画像の印刷が終わるのを待っている利用者が
事後接客機能を利用するときに用いられる。事後接客機能には、編集画像や証明写真用画
像をサーバに送信する機能などが含まれる。画像処理ユニット１２の右側面前方の空間が
、利用者が事後接客機能を利用する事後接客空間となる。
【００４５】
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　ここで、写真シール作成ゲームの流れと、それに伴う利用者の移動について説明する。
プリコース時、証明写真コース時のいずれの場合も、基本的には、利用者の移動は同じで
ある。証明写真コースには通常コースとスピードコースが用意されている。スピードコー
スのときだけ、プリコース、および証明写真コースの通常コースと異なる移動が利用者に
求められる。
【００４６】
　図３は、写真シール作成装置１を上から見た平面図である。
【００４７】
　写真シール作成装置１の利用者は、白抜き矢印＃１で示すように出入り口Ｇ１から、ま
たは白抜き矢印＃２で示すように出入り口Ｇ２から、撮影部２１と背景部２２の間に形成
された撮影空間Ａ１に入り、コースを選択した後、撮影部２１に設けられたカメラやタッ
チパネルモニタなど利用してコースに応じた撮影を行う。
【００４８】
　撮影を終えた利用者は、白抜き矢印＃３で示すように出入り口Ｇ１を使って撮影空間Ａ
１から出て画像処理空間Ａ２－１に移動するか、白抜き矢印＃４で示すように出入り口Ｇ
２を使って撮影空間Ａ１から出て画像処理空間Ａ２－２に移動する。
【００４９】
　画像処理空間Ａ２－１は、画像処理ユニット１２の正面側の画像処理空間であり、画像
処理空間Ａ２－２は、画像処理ユニット１２の背面側の画像処理空間である。画像処理空
間Ａ２－１と画像処理空間Ａ２－２のいずれの空間に移動するのかが、撮影部２１のタッ
チパネルモニタの画面表示などによって案内される。例えば２つの画像処理空間のうちの
空いている方の空間が移動先として案内される。
【００５０】
　画像処理空間Ａ２－１または画像処理空間Ａ２－２に移動した利用者は、プリコースを
選択している場合には撮影画像の編集を開始し、証明写真コースを選択している場合には
証明写真用画像の調整を開始する。画像処理空間Ａ２－１の利用者と、画像処理空間Ａ２
－２の利用者は同時に画像処理を行うことができる。
【００５１】
　画像処理が終了した後、編集画像や証明写真用画像の印刷が開始される。画像の印刷中
、画像処理空間Ａ２－１での画像処理を終えた利用者は、白抜き矢印＃５で示すように画
像処理空間Ａ２－１から事後接客空間Ａ３に移動して事後接客機能を利用する。また、画
像処理空間Ａ２－２での画像処理を終えた利用者は、白抜き矢印＃６で示すように画像処
理空間Ａ２－２から事後接客空間Ａ３に移動して事後接客機能を利用する。
【００５２】
　画像の印刷が終了したとき、利用者は、シール紙排出口からシール紙を受け取り、一連
の写真シール作成ゲームを終えることになる。
【００５３】
［撮影部の構成］
　図４は、撮影部２１の正面の構成例を示す図である。
【００５４】
　撮影部２１は、正面パネル４１、側面パネル４２Ａ、および側面パネル４２Ｂが、箱状
の形状を有するベース部４３に取り付けられることによって構成される。
【００５５】
　正面パネル４１の中央からやや上側には撮影・表示ユニット８１が設けられる。撮影・
表示ユニット８１は、カメラ９１、タッチパネルモニタ９２、および正面ストロボ９３か
ら構成される。
【００５６】
　カメラ９１は、例えば一眼レフカメラであり、レンズが露出するように撮影・表示ユニ
ット８１の内部に取り付けられる。カメラ９１はCCD(Charge Coupled Device)などの撮像
素子を有し、撮影空間Ａ１にいる利用者を撮影する。カメラ９１により取り込まれた動画
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は、タッチパネルモニタ９２にリアルタイムで表示される。また、所定のタイミングでカ
メラ９１により取り込まれた静止画は撮影画像として保存される。
【００５７】
　カメラ９１の下に設けられたタッチパネルモニタ９２は、LCD(Liquid Crystal Display
)などのモニタと、それに積層されたタッチパネルにより構成される。タッチパネルモニ
タ９２は、カメラ９１により取り込まれた動画を表示するライブビューモニタとしての機
能と、各種のGUI(Graphical User Interface)画像を表示し、利用者の選択操作をタッチ
パネルにより受け付ける機能とを備えている。タッチパネルモニタ９２には、適宜、カメ
ラ９１により取り込まれた動画（ライブビュー）や撮影画像が表示される。
【００５８】
　カメラ９１の上側および左右を半円状の乳白アクリル板よりなる発光面で囲む正面スト
ロボ９３は、カメラ９１による撮影に合わせて発光し、被写体としての利用者の顔付近を
正面から照射する。
【００５９】
　撮影・表示ユニット８１の上方には、曲面の発光面を利用者に向けた右上ストロボ８２
および左上ストロボ８３が設置される。右上ストロボ８２および左上ストロボ８３は、カ
メラ９１による撮影に合わせて発光することで、上方から利用者を照射する。
【００６０】
　ベース部４３の正面には利用者の足元を照射する足元ストロボ８４が設けられる。足元
ストロボ８４の右側には、利用者が硬貨を入れる硬貨投入返却口８５が設けられる。
【００６１】
　ベース部４３の上面には、足元ストロボ８４の上面を挟んでスペース４３Ａおよび４３
Ｂが左右に形成される。スペース４３Ａおよび４３Ｂは、撮影を行う利用者が手荷物等を
置くための荷物置き場として用いられる。正面パネル４１の例えば天井付近には、撮影処
理の案内音声、BGM(Back Ground Music)、効果音等の音を出力するスピーカも設けられる
。
【００６２】
　図５は、撮影・表示ユニット８１の正面を拡大して示す図である。
【００６３】
　タッチパネルモニタ９２は、撮影・表示ユニット８１の表面に形成された開口部８１Ａ
に嵌め込まれる。タッチパネルモニタ９２の表面は、撮影・表示ユニット８１の正面より
も若干奥まった位置にある。
【００６４】
　撮影・表示ユニット８１の内部には、破線で示すように鏡９２Ａ，９２Ｂが設けられる
。鏡９２Ａ，９２Ｂのそれぞれの大きさは、タッチパネルモニタ９２の半分の大きさより
一回り程度大きい。
【００６５】
　証明写真コースでの撮影時、図６の実線矢印で示すように、タッチパネルモニタ９２の
左側にある鏡９２Ａは右に移動するとともに、タッチパネルモニタ９２の右側にある鏡９
２Ｂは左に移動し、タッチパネルモニタ９２全体を覆うように、鏡９２Ａと鏡９２Ｂがタ
ッチパネルモニタ９２の前面に現れる。利用者は、鏡９２Ａ，９２Ｂに映る自分の姿を見
て身だしなみを整え、撮影に臨むことになる。
【００６６】
　プリコースでの撮影と較べた場合、証明写真用画像の撮影には身だしなみに特に注意す
る必要がある。タッチパネルモニタ９２にライブビューとして表示される姿より鏡９２Ａ
，９２Ｂに映る姿の方が細部まで確認しやすいため、身だしなみをより効率的に整えるこ
とが可能になる。また、ライブビューの表示位置や鏡９２Ａ，９２Ｂの位置がカメラ９１
に重畳または近接していることにより、利用者は、視線の移動を最小限に抑えながら自分
の姿を確認でき、撮影画像を容易に想像することができる。
【００６７】
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　身だしなみを整える時間として所定の時間が確保され、鏡９２Ａ，９２Ｂが現れてから
所定の時間経過後、鏡９２Ａ，９２Ｂは撮影・表示ユニット８１に収納される状態に戻り
、タッチパネルモニタ９２によるライブビューの表示が開始される。
【００６８】
［背景部の構成］
　図７は、背景部２２の撮影空間Ａ１側の構成例を示す図である。
【００６９】
　背面パネル５１の上方には背景カーテンユニット２５が設けられる。背景カーテンユニ
ット２５のほぼ中央には、撮影空間Ａ１内で撮影処理を行っている利用者を後方中央から
照射する背面中央ストロボ１０１が取り付けられる。
【００７０】
　背面パネル５１の出入り口Ｇ１側の位置には、撮影空間Ａ１内で撮影処理を行っている
利用者を右後方から照射する背面右ストロボ１０２が取り付けられる。また、背面パネル
５１の出入り口Ｇ２側の位置には、撮影空間Ａ１内で撮影処理を行っている利用者を左後
方から照射する背面左ストロボ１０３が取り付けられる。
【００７１】
［撮影空間の区画構成］
　図８は、床材２７の平面図である。図８の上方が撮影部２１の方向となり、下方が背景
部２２の方向となる。
【００７２】
　図８Ａに示すように、床材２７には太線Ｌ１，Ｌ２がプリントされ、太線Ｌ１，Ｌ２に
よって、略直角三角形状の区画である区画ａ１，ａ２と、略台形状の区画である区画ａ３
が床材２７に形成される。
【００７３】
　図８Ｂの位置Ｐをカメラ９１の位置とすると、太線Ｌ１，Ｌ２は、例えば、カメラ９１
の最大の撮影範囲（画角）の水平方向の両端を示す線である。太線Ｌ１より左側にある区
画ａ１内の位置と太線Ｌ２より右側にある区画ａ２内の位置は、カメラ９１に映らない位
置である。
【００７４】
　複数の利用者からなるグループが選択したコースが証明写真コースであり、証明写真用
画像の撮影が１人ずつ順番に行われる場合、撮影を行っている利用者以外の利用者に対し
ては、区画ａ１か区画ａ２にいることが案内される。すなわち、区画ａ１と区画ａ２は、
証明写真用画像の撮影を行う利用者以外の待機エリアとなる。
【００７５】
　これにより、ある利用者の証明写真用画像に他の利用者が写ってしまうことを防ぐこと
が可能になる。
【００７６】
　撮影を行う利用者が入る区画である区画ａ３内に、証明写真用画像を撮影するときの立
ち位置を誘導する表示が設けられるようにしてもよい。立ち位置を誘導する表示は、例え
ば、足型のマークを床材２７に印刷することにより構成される。また、印刷ではなく、LE
Dなどの発光部材を床材２７に設け、それを発光させることによって立ち位置を誘導する
ようにしてもよい。タッチパネルモニタ９２に表示されるライブビューによって立ち位置
を誘導することも可能である。
【００７７】
［画像処理ユニットの構成］
　図９は、画像処理ユニット１２の背面側（画像処理空間Ａ２－２側）の構成例を示す図
である。
【００７８】
　斜面７２のほぼ中央には、タブレット内蔵モニタ１３１が設けられる。タブレット内蔵
モニタ１３１を挟んで左側にタッチペン１３２Ａが設けられ、右側にタッチペン１３２Ｂ
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が設けられる。
【００７９】
　タブレット内蔵モニタ１３１は、タッチペン１３２Ａまたは１３２Ｂを用いて操作入力
が可能なタブレットがLCDなどのモニタに重畳して設けられることによって構成される。
タブレット内蔵モニタ１３１には、プリコース時には例えば編集画面が表示される。編集
画面は、撮影画像の編集に用いられる画面である。２人で同時に編集を行う場合、タッチ
ペン１３２Ａはタブレット内蔵モニタ１３１に向かって左側にいる利用者により用いられ
、タッチペン１３２Ｂはタブレット内蔵モニタ１３１に向かって右側にいる利用者により
用いられる。
【００８０】
　また、タブレット内蔵モニタ１３１には、証明写真コースの通常コース時には例えば調
整画面が表示される。調整画面は、証明写真用画像の調整に用いられる画面である。
【００８１】
　図１０は、画像処理ユニット１２の右側面の構成例を示す図である。
【００８２】
　画像処理ユニット１２の側面にはタブレット内蔵モニタ１６１が設けられる。タブレッ
ト内蔵モニタ１６１には、事後接客機能を利用するときに用いられる画面が表示される。
【００８３】
　タブレット内蔵モニタ１６１の下には、事後接客機能の案内音声、BGM、効果音等など
を出力するスピーカ１６２が設けられる。スピーカ１６２の下にはシール紙排出口１６３
が設けられる。画像処理ユニット１２の内部にはプリンタが設けられており、編集画像ま
たは証明写真用画像が所定のレイアウトでシール紙に印刷され、シール紙排出口１６３か
ら排出される。
【００８４】
＜シール紙の例＞
　図１１は、編集画像が印刷されたシール紙の例を示す図である。
【００８５】
　図１１Ａは、６枚の編集画像が２行３列のレイアウトに配置されて印刷されたシール紙
を示し、図１１Ｂは、６枚の編集画像が３行２列のレイアウトに配置されて印刷されたシ
ール紙を示す。
【００８６】
　６枚の編集画像は、それぞれ、２人の利用者が異なる構図で写る６種類の画像である。
プリコース時には、例えば静止画の撮影が６回行われ、６枚の撮影画像に対してそれぞれ
編集が施された後、シール紙に印刷される。図１１の例においては、それぞれの撮影画像
は若干傾いて印刷されている。
【００８７】
　撮影画像に写る利用者の背景には所定の色や模様の画像である背景画像が合成され、前
景には、手書きの文字やスタンプ画像などの合成用画像が合成される。例えば図１１Ａの
６枚のうちの上段左端の編集画像に含まれる「Love my friend」の文字は手書きの文字で
あり、下段中央の編集画像に含まれるハート型の画像はスタンプ画像である。
【００８８】
　シール紙の縁の余白領域には、機種名、撮影日の他に、メールアドレスとIDが印刷され
る。余白領域に印刷されたメールアドレスとIDは、サーバに送信された編集画像を携帯電
話機などの携帯端末で閲覧するときに利用される。
【００８９】
　図１２は、編集画像のレイヤ構造の例を示す図である。
【００９０】
　編集画像Ｐ１は、背景画像Ｐ１１、撮影画像Ｐ１２、前景画像Ｐ１３の各レイヤから構
成される。図１２の背景画像Ｐ１１は、所定の色の地にハートや星などの模様が表された
画像であり、前景画像Ｐ１３は、落書きによって入力された「Love my friend」の手書き
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文字を含む画像である。
【００９１】
　編集画像Ｐ１は、撮影画像Ｐ１２の被写体の領域を背景画像Ｐ１１に重ね、その上に前
景画像Ｐ１３を重ねることによって生成される。
【００９２】
　図１３は、証明写真用画像が印刷されたシール紙の例を示す図である。
【００９３】
　図１３のシール紙は、６枚の証明写真用画像が２行３列のレイアウトに配置されて印刷
されたシール紙である。
【００９４】
　６枚の証明写真用画像は、１人の利用者の、略胸から上、頭より若干上までの範囲がほ
ぼ中央に写る、構図が同じ１種類の画像である。証明写真コース時には、例えば静止画の
撮影が１人につき２回行われ、２枚の撮影画像の中から選択された１枚の撮影画像を証明
写真用画像として、調整が施された後にシール紙に印刷される。
【００９５】
　シール紙の左下には、金額、日にちなどからなる領収証が印刷され、右下には、証明写
真用画像の使い方などに関する注意書きが印刷される。注意書きの下には、サーバに送信
された証明写真用画像を携帯電話機で閲覧するときに利用されるメールアドレスとIDが印
刷される。以下、適宜、編集画像または証明書用画像を携帯電話機で見ることができるよ
うにサーバに送信する仕組みのことを「携帯送信」という。
【００９６】
　利用者は、シール紙に印刷された証明写真用画像をはさみなどで切り取り、履歴書など
の書類に貼り付けて使うことになる。印刷媒体がシール紙であるから、履歴書などに貼り
付けるときに糊付けが不要となる。
【００９７】
　図１４は、証明写真用画像のレイヤ構造の例を示す図である。
【００９８】
　証明写真用画像Ｐ２１は、背景画像Ｐ３１と撮影画像Ｐ３２の各レイヤから構成される
。図１４の背景画像Ｐ３１は、所定の色の無地の画像であり、プリコース時に用いられる
背景画像にあるような模様などは含まれない。
【００９９】
　証明写真用画像Ｐ２１は、撮影画像Ｐ３２の被写体の領域を背景画像Ｐ３１に重ねるこ
とによって生成される。
【０１００】
　以上のような外観構成を有する写真シール作成装置１によっては、このような編集画像
が印刷されたシール紙、あるいは証明写真用画像が印刷されたシール紙が生成される。な
お、編集画像や証明写真用画像がシール紙に印刷されるものとしたが、特に、証明写真用
画像が印刷される印刷媒体は、シール紙に限らず、写真が印刷可能な写真用紙とすること
ができる。
【０１０１】
＜写真シール作成装置の内部構成＞
［ハードウェア構成］
　図１５は、写真シール作成装置１の内部の構成例を示すブロック図である。上述した構
成と同じ構成には同じ符号を付してある。重複する説明については適宜省略する。
【０１０２】
　制御部２０１はCPU(Central Processing Unit)などよりなり、ROM(Read Only Memory)
２０６や記憶部２０２に記憶されているプログラムを実行し、写真シール作成装置１の全
体の動作を制御する。制御部２０１には、記憶部２０２、通信部２０３、ドライブ２０４
、ROM２０６、RAM(Random Access Memory)２０７が接続される。制御部２０１には、撮影
部２０８、画像処理部２０９Ａ、画像処理部２０９Ｂ、および事後接客部２１０の各構成



(14) JP 6303561 B2 2018.4.4

10

20

30

40

50

も接続される。
【０１０３】
　記憶部２０２は、ハードディスクやフラッシュメモリなどの不揮発性の記憶媒体からな
り、制御部２０１から供給された各種の設定情報等を記憶する。記憶部２０２に記憶され
ている情報は制御部２０１により適宜読み出される。
【０１０４】
　通信部２０３は、インターネットなどのネットワークのインタフェースであり、制御部
２０１による制御に従って外部の装置と通信を行う。通信部２０３は、編集画像や証明写
真用画像をサーバに送信する。
【０１０５】
　ドライブ２０４には、光ディスクや半導体メモリなどよりなるリムーバブルメディア２
０５が適宜装着される。ドライブ２０４によりリムーバブルメディア２０５から読み出さ
れたコンピュータプログラムやデータは、制御部２０１に供給され、記憶部２０２に記憶
されたり、インストールされたりする。
【０１０６】
　ROM２０６には、制御部２０１において実行されるプログラムやデータが記憶されてい
る。RAM２０７は、制御部２０１が処理するデータやプログラムを一時的に記憶する。
【０１０７】
　制御部２０１には表示灯５３も接続される。制御部２０１は、利用者により選択された
コースに応じて表示灯５３の表示を切り替える。
【０１０８】
　撮影部２０８は、撮影空間Ａ１にいる利用者を対象とした撮影処理を行う。撮影部２０
８は、硬貨処理部２２１、背景制御部２２２、照明装置２２３、カメラ９１、タッチパネ
ルモニタ９２、およびスピーカ２２４から構成される。
【０１０９】
　硬貨処理部２２１は、硬貨投入返却口８５に対する硬貨の投入を検出する。硬貨処理部
２２１は、４００円などの所定の金額分の硬貨が投入されたことを検出した場合、そのこ
とを表す起動信号を制御部２０１に出力する。
【０１１０】
　背景制御部２２２は、制御部２０１より供給される背景制御信号に従って背景カーテン
ユニット２５を制御し、背景カーテンの上げ下げを行う。背景カーテンの上げ下げが利用
者により手動で行われるようにしてもよい。
【０１１１】
　例えば、証明写真コースとプリコースとで、異なる背景カーテンが用いられる。
【０１１２】
　照明装置２２３は、制御部２０１から供給される照明制御信号に従って、撮影空間Ａ１
内の各ストロボの発光を制御する。撮影空間Ａ１には、天井ストロボユニット２４のスト
ロボの他に、撮影部２１の右上ストロボ８２、左上ストロボ８３、足元ストロボ８４、正
面ストロボ９３、背景部２２の背面中央ストロボ１０１、背面右ストロボ１０２、背面左
ストロボ１０３が設けられる。
【０１１３】
　例えば、証明写真コースとプリコースとで、異なるストロボが静止画の撮影時に動作す
る。また、ストロボの発光量や光の色味が、証明写真コースとプリコースとで切り替えら
れる。発光量や光の色味などを指定するパラメータは、各ストロボの配置位置などに応じ
て異なる値が設定される。
【０１１４】
　カメラ９１は、制御部２０１による制御に従って撮影を行い、撮影によって得られた画
像を制御部２０１に出力する。
【０１１５】
　画像処理部２０９Ａは、画像処理空間Ａ２－１にいる利用者を対象とした画像処理を行
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う。画像処理部２０９Ａは、タブレット内蔵モニタ１３１、タッチペン１３２Ａ，１３２
Ｂ、およびスピーカ２３１から構成される。画像処理部２０９Ｂは、画像処理部２０９Ａ
と同一の構成を有しており、画像処理空間Ａ２－２にいる利用者を対象とした画像処理を
行う。
【０１１６】
　タブレット内蔵モニタ１３１は、制御部２０１による制御に従って編集画面または調整
画面を表示し、画面に対する利用者の操作を検出する。利用者の操作の内容を表す信号は
制御部２０１に供給され、利用者の操作に応じて画像処理が行われる。
【０１１７】
　事後接客部２１０は、事後接客空間Ａ３にいる利用者を対象とした事後接客処理を行う
。事後接客処理は、事後接客機能を利用者に提供する処理である。事後接客部２１０は、
タブレット内蔵モニタ１６１、スピーカ１６２、およびプリンタ２４１から構成される。
プリンタ２４１にはシール紙ユニット２４２が装着される。
【０１１８】
　プリンタ２４１は、制御部２０１から供給された印刷データに基づいて、編集画像や証
明写真用画像をシール紙ユニット２４２に収納されているシール紙に印刷し、シール紙排
出口１６３に排出する。制御部２０１からプリンタ２４１に対しては、各画像が配置され
たイメージデータが印刷データとして供給される。
【０１１９】
［制御部の構成］
　図１６は、図１５の制御部２０１の機能構成例を示すブロック図である。図１６に示す
機能部のうちの少なくとも一部は、制御部２０１内のCPUにより所定のプログラムが実行
されることによって実現される。
【０１２０】
　制御部２０１においては、撮影管理部３０１、画像処理管理部３０２、印刷管理部３０
３、事後接客管理部３０４、およびシーケンス管理部３０５が実現される。
【０１２１】
　撮影管理部３０１は、撮影部２０８の各部を制御し、写真シール作成装置１の利用を始
める利用者による各種の選択に関する処理や、撮影処理を行う。画像処理管理部３０２は
、画像処理部２０９Ａ、画像処理部２０９Ｂの各部を制御し、画像処理を行う。印刷管理
部３０３は、事後接客部２１０のプリンタ２４１を制御し、印刷処理を行う。事後接客管
理部３０４は、事後接客部２１０のタブレット内蔵モニタ１６１を制御するなどして事後
接客処理を行う。シーケンス管理部３０５は、利用者が行うゲームの全体のシーケンスを
管理する。
【０１２２】
　図１７は、撮影管理部３０１の構成例を示すブロック図である。
【０１２３】
　撮影管理部３０１は、ガイダンス出力制御部３２１、表示制御部３２２、カメラ制御部
３２３、画像記憶部３２４、および調整部３２５から構成される。カメラ制御部３２３に
は分割処理部３２３Ａが含まれる。
【０１２４】
　ガイダンス出力制御部３２１は、撮影の進め方などを説明するガイダンスの出力を制御
する。ガイダンス出力制御部３２１は、表示制御部３２２を制御し、撮影の進め方などを
説明する画面を表示させたり、音声をスピーカ２２４から出力させたりする。
【０１２５】
　表示制御部３２２は、タッチパネルモニタ９２の表示を制御する。例えば、表示制御部
３２２は、カメラ制御部３２３から供給された動画に基づいてライブビューをタッチパネ
ルモニタ９２に表示させる。
【０１２６】
　カメラ制御部３２３は、撮影処理が開始されたとき、カメラ９１を制御して動画を撮影
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する。カメラ制御部３２３により撮影された動画はライブビューの表示に用いられる。ま
た、カメラ制御部３２３は、所定のタイミングで静止画の撮影を行い、撮影画像を表示制
御部３２２と画像記憶部３２４に出力する。表示制御部３２２に出力された撮影画像は撮
影結果の確認に用いられる。カメラ制御部３２３の分割処理部３２３Ａは、適宜、１枚の
撮影画像を分割することによって複数枚の画像を生成する。
【０１２７】
　画像記憶部３２４は、カメラ制御部３２３から供給された撮影画像を記憶する。画像記
憶部３２４に記憶された撮影画像は、編集処理の開始時、または調整処理の開始時に画像
処理管理部３０２により読み出される。
【０１２８】
　調整部３２５は、証明写真コースのスピードコースが選択された場合、タッチパネルモ
ニタ９２に表示された画面に対する利用者の操作に従って、画像記憶部３２４に記憶され
た撮影画像を読み出し、証明写真用画像として調整する。調整部３２５は、調整後の証明
写真用画像を表示制御部３２２に出力してタッチパネルモニタ９２に表示させたり、画像
記憶部３２４に記憶させたりする。
【０１２９】
　すなわち、スピードコースの選択時、画像記憶部３２４に記憶された撮影画像の中から
選択された証明写真用画像の調整は撮影空間Ａ１において行われる。スピードコースは、
画像処理空間Ａ２－１，Ａ２－２での作業を省略し、撮影空間Ａ１での撮影と調整の後、
事後接客空間Ａ３に移動してシール紙を受け取って一連の作業を終了させるコースである
。証明写真用画像の調整を行うか否かを撮影空間Ａ１において選択することができるよう
にしてもよい。
【０１３０】
　図１８は、画像処理管理部３０２の構成例を示すブロック図である。
【０１３１】
　画像処理管理部３０２は、ガイダンス出力制御部３３１、表示制御部３３２、編集部３
３３、調整部３３４、および画像記憶部３３５から構成される。
【０１３２】
　ガイダンス出力制御部３３１は、編集や調整の進め方などを説明するガイダンスの出力
を制御する。ガイダンス出力制御部３３１は、表示制御部３３２を制御し、編集や調整の
進め方などを説明する画面を表示させたり、音声をスピーカ２３１から出力させたりする
。
【０１３３】
　表示制御部３３２は、タブレット内蔵モニタ１３１の表示を制御する。例えば、表示制
御部３３２は、プリコースを選択した利用者が撮影を終えた場合には編集画面をタブレッ
ト内蔵モニタ１３１に表示させ、証明写真コースを選択した利用者が撮影を終えた場合に
は調整画面をタブレット内蔵モニタ１３１に表示させる。
【０１３４】
　編集部３３３は、撮影画像の編集（落書き）を行う。編集部３３３は、画像処理空間Ａ
２－１または画像処理空間Ａ２－２にいる利用者が、プリコースを選択した利用者である
場合に処理を行うことになる。
【０１３５】
　撮影画像の編集は、利用者の操作に応じて、手書きの文字やスタンプ画像などの合成用
画像を撮影画像に重ねるなどして進められる。タブレット内蔵モニタ１３１からは、利用
者の操作の内容を表す信号が供給される。編集部３３３による処理の結果は表示制御部３
３２に供給され、編集画面に表示される。編集部３３３は、編集済みの撮影画像である編
集画像を画像記憶部３３５に出力する。
【０１３６】
　調整部３３４は、証明写真用画像の調整を行う。調整部３３４は、画像処理空間Ａ２－
１または画像処理空間Ａ２－２にいる利用者が、証明写真コースの通常コースを選択した
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利用者である場合に処理を行うことになる。
【０１３７】
　証明写真用画像の調整は、利用者の操作に応じて、被写体の位置、明るさ、背景画像の
色を変えるなどして進められる。タブレット内蔵モニタ１３１からは、利用者の操作の内
容を表す信号が供給される。調整部３３４による処理の結果は表示制御部３３２に供給さ
れ、調整画面に表示される。調整部３３４は、調整済みの証明写真用画像を画像記憶部３
３５に出力する。
【０１３８】
　画像記憶部３３５は、編集部３３３から供給された編集画像、または調整部３３４から
供給された証明写真用画像を記憶する。画像記憶部３３５に記憶された画像は、印刷処理
の開始時に印刷管理部３０３により読み出される。
【０１３９】
　図１９は、印刷管理部３０３の構成例を示すブロック図である。
【０１４０】
　印刷管理部３０３は、印刷データ生成部３４１とプリンタ制御部３４２から構成される
。
【０１４１】
　印刷データ生成部３４１は、プリコースにおける印刷処理の開始時、画像記憶部３３５
に記憶されている編集画像を読み出し、所定のレイアウトに配置することによってイメー
ジデータを生成する。また、印刷データ生成部３４１は、証明写真コースの通常コースに
おける印刷処理の開始時、画像記憶部３３５に記憶されている証明写真用画像を読み出し
、所定のレイアウトに配置することによってイメージデータを生成する。
【０１４２】
　さらに、印刷データ生成部３４１は、証明写真コースのスピードコースにおける印刷処
理の開始時、画像記憶部３２４（図１７）に記憶されている証明写真用画像を読み出し、
所定のレイアウトに配置することによってイメージデータを生成する。
【０１４３】
　印刷データ生成部３４１は、生成したイメージデータを印刷データとしてプリンタ制御
部３４２に出力する。
【０１４４】
　プリンタ制御部３４２は、プリンタ２４１を制御し、印刷データ生成部３４１により生
成された印刷データに基づいて画像をシール紙に印刷させる。
【０１４５】
　図２０は、事後接客管理部３０４の構成例を示すブロック図である。
【０１４６】
　事後接客管理部３０４は、表示制御部３５１と通信制御部３５２から構成される。
【０１４７】
　表示制御部３５１は、タブレット内蔵モニタ１６１の表示を制御する。例えば、表示制
御部３５１は、携帯送信の機能を利用することが選択された場合、利用者が使う携帯端末
のメールアドレスの入力画面をタブレット内蔵モニタ１６１に表示させる。
【０１４８】
　通信制御部３５２は、通信部２０３を制御し、編集画像や証明写真用画像をサーバに送
信する。また、通信制御部３５２は、利用者により入力されたメールアドレスをサーバに
送信する。
【０１４９】
＜写真シール作成装置の動作＞
　次に、以上のような構成を有する写真シール作成装置１の動作について説明する。
【０１５０】
［シール作成ゲーム提供処理］
　はじめに、図２１のフローチャートを参照して、シール作成ゲームを提供する写真シー
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ル作成装置１の一連の処理について説明する。
【０１５１】
　ステップＳ１において、写真シール作成装置１のシーケンス管理部３０５はコース選択
処理を行う。コース選択処理においては、証明写真コースとプリコースのいずれのコース
を利用するのかが選択される。また、証明写真コースが選択された場合、通常コースとス
ピードコースのいずれのコースを利用するのかなどが選択される。各種の選択に用いられ
る画面がタッチパネルモニタ９２に順次表示される。
【０１５２】
　ステップＳ２において、シーケンス管理部３０５は、ステップＳ１のコース選択処理に
よって証明写真コースが選択されたか否かを判定し、証明写真コースが選択されたと判定
した場合、ステップＳ３において、通常コースが選択されたか否かを判定する。
【０１５３】
　通常コースが選択されたとステップＳ３において判定された場合、ステップＳ４におい
て、撮影管理部３０１は、証明写真コースにおける通常コースの撮影処理を行う。
【０１５４】
　ステップＳ５において、画像処理管理部３０２は、画像処理空間Ａ２－１と画像処理空
間Ａ２－２のうち、撮影を終えた利用者の移動先とした方の画像処理空間に対応する画像
処理部２０９Ａまたは画像処理部２０９Ｂを制御して調整処理を行う。調整処理において
は、証明写真用画像として用いる撮影画像が選択され、選択された証明写真用画像に対し
て調整が行われる。
【０１５５】
　ステップＳ６において、印刷管理部３０３は、証明写真コースにおける印刷処理を行う
。印刷処理により、調整後の証明写真用画像が所定のレイアウトに従ってシール紙に印刷
される。このとき、証明写真用画像の調整を終えた利用者は、調整を行っていた画像処理
空間Ａ２－１または画像処理空間Ａ２－２にいるままである。
【０１５６】
　ステップＳ７において、シーケンス管理部３０５は、証明写真用画像の印刷が終了した
か否かを判定し、終了したと判定するまで待機する。
【０１５７】
　証明写真用画像の印刷が終了したとステップＳ７において判定された場合、ステップＳ
８において、画像処理管理部３０２は、案内画面をタブレット内蔵モニタ１６１に表示す
るなどして、事後接客空間Ａ３への移動を案内する。すなわち、証明写真用画像の印刷が
終了するまで、画像処理空間Ａ２－１または画像処理空間Ａ２－２にいる利用者に対して
移動の案内が行われない。
【０１５８】
　これにより、証明写真用画像の調整を終えた利用者は、カーテンによって外から遮断さ
れている画像処理空間Ａ２－１または画像処理空間Ａ２－２から外に出て印刷が終わるの
を待つ必要がない。証明写真を撮影した後、印刷媒体を受け取るのを待っている間、人の
目が気になることがあるが、そのようなことを防ぐことができる。このことは、印刷され
るシール紙の枚数が多いほど有効である。
【０１５９】
　なお、事後接客空間Ａ３への移動の案内が証明写真用画像の印刷が終了したタイミング
で行われるのではなく、印刷が終了するタイミングより所定の時間だけ前のタイミングで
行われるようにしてもよい。
【０１６０】
　ステップＳ９において、事後接客管理部３０４は、利用者に対する事後接客処理を行う
。事後接客管理部３０４は、証明写真用画像を携帯端末に送信する処理を事後接客処理と
して行う。証明写真コースにおいては事後接客処理が行われないようにしてもよい。
【０１６１】
　印刷が終了したとき、証明写真用画像が印刷されたシール紙はシール紙排出口１６３に
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排出される。事後接客処理を終えた利用者は、シール紙排出口１６３からシール紙を取り
出して一連のゲームを終える。証明写真コースの通常コースを選択した場合に行われる各
処理の詳細については、後に詳述する。
【０１６２】
　一方、スピードコースが選択されたとステップＳ３において判定された場合、ステップ
Ｓ１０において、撮影管理部３０１は、証明写真コースにおけるスピードコースの撮影処
理を行う。
【０１６３】
　ステップＳ１１において、印刷管理部３０３は印刷処理を行う。印刷処理により、調整
後の証明写真用画像が所定のレイアウトに従ってシール紙に印刷される。このとき、撮影
を終えた利用者は、撮影を行っていた撮影空間Ａ１にいるままである。
【０１６４】
　ステップＳ１２において、シーケンス管理部３０５は、証明写真用画像の印刷が終了し
たか否かを判定し、終了したと判定するまで待機する。
【０１６５】
　証明写真用画像の印刷が終了したとステップＳ１２において判定された場合、ステップ
Ｓ１３において、撮影管理部３０１は、案内画面をタッチパネルモニタ９２に表示するな
どして、事後接客空間Ａ３への移動を案内する。この場合においても、証明写真用画像の
印刷が終了するまで、撮影空間Ａ１にいる利用者に対する移動の案内が行われない。
【０１６６】
　これにより、撮影を終えた利用者を、カーテンなどにより外から遮断された撮影空間Ａ
１に留めることができる。
【０１６７】
　ステップＳ１４において、事後接客管理部３０４は、利用者に対する事後接客処理を行
う。
【０１６８】
　印刷が終了したとき、証明写真用画像が印刷されたシール紙はシール紙排出口１６３に
排出される。事後接客処理を終えた利用者は、シール紙排出口１６３からシール紙を取り
出して一連のゲームを終える。証明写真コースのスピードコースを選択した場合に行われ
る各処理の詳細についても、後に詳述する。
【０１６９】
　一方、コース選択処理においてプリコースが選択されとステップＳ２において判定され
た場合、ステップＳ１５において、撮影管理部３０１はプリコースにおける撮影処理を行
う。
【０１７０】
　ステップＳ１６において、画像処理管理部３０２は、画像処理空間Ａ２－１と画像処理
空間Ａ２－２のうち、撮影を終えた利用者の移動先とした方の画像処理空間に対応する画
像処理部２０９Ａまたは画像処理部２０９Ｂを制御して、プリコースにおける編集処理を
行う。編集処理においては、編集対象とする画像を適宜切り替えて複数枚の撮影画像に対
してそれぞれ編集が施される。
【０１７１】
　ステップＳ１７において、印刷管理部３０３は、プリコースにおける印刷処理を行う。
印刷処理により、利用者により選択されたレイアウトに従って、複数の編集画像がシール
紙に印刷される。
【０１７２】
　ステップＳ１８において、事後接客管理部３０４は、印刷が終わるのを待っている利用
者に対する事後接客処理を行う。事後接客管理部３０４は、編集画像を携帯端末に送信す
る処理を事後接客処理として行う。
【０１７３】
　印刷が終了したとき、編集画像が印刷されたシール紙がシール紙排出口１６３に排出さ
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れる。利用者は、シール紙をシール紙排出口１６３から取り出して一連のゲームを終える
。プリコースを選択した場合に行われる各処理の詳細についても、後に詳述する。
【０１７４】
　各ステップの処理は、利用者の数や写真シール作成装置１の利用を始めたタイミングな
どに応じて、適宜、他のステップの処理と並行して行われる。各処理のタイミングがシー
ケンス管理部３０５により制御される。
【０１７５】
　以上のように、利用者は、ゲームセンターなどに設置される写真シール作成装置１を用
いて、証明写真用画像の撮影を行うことができる。また、編集画像が印刷されたシール紙
を受け取るためのゲームを行ったついでに証明写真用画像の撮影を行うことができるため
、専用機が設置されている場所や写真スタジオにわざわざ行く必要がない。
【０１７６】
　写真シール作成装置１の主な利用者は女子中高生であるが、女子中高生の中には、証明
写真を撮影するための専用機に入りづらいなどの印象を持っている人もいる。ゲームセン
ターなどに設置される写真シール作成装置１を用いて証明写真用画像を撮影できるように
することにより、証明写真用画像の撮影を気軽に行うことが可能になる。
【０１７７】
　さらに、編集画像が印刷されたシール紙を受け取るためのゲームに慣れている利用者に
とっては、通常コースを選択することにより、そのゲームと同じように場所を移動しなが
ら証明写真用画像の撮影や調整を行うことができるため、操作に迷うことなく、証明写真
用画像の撮影などを進めることができる。撮影後の調整を、撮影空間Ａ１とは異なる空間
で行うことができるため、同じ空間に居続けることに対する抵抗感も少ない。
【０１７８】
　撮影空間Ａ１は、複数人で入って撮影を行うことができるような広い空間である。その
ような広い空間が確保されていることから、１人がぎりぎり入れるような狭い空間で撮影
を行う場合に較べて、入ることに対する抵抗感も少ない。
【０１７９】
［コース選択処理］
　次に、図２２のフローチャートを参照して、図２１のステップＳ１において行われるコ
ース選択処理について説明する。
【０１８０】
　ステップＳ３１において、撮影管理部３０１の表示制御部３２２は、証明写真コースと
プリコースのうちのいずれかのコースの選択に用いられる画面であるコース選択画面をタ
ッチパネルモニタ９２に表示させる。
【０１８１】
　図２３は、コース選択画面の例を示す図である。
【０１８２】
　コース選択画面の上方には「撮りたいコースを選んでね」のメッセージが表示される。
メッセージの隣に表示される数字はコースの選択に設定された制限時間である。
【０１８３】
　コース選択画面の中央左側には、２人用のプリコースを選択するときに操作される大き
な略正方形のボタンである２人用コース選択ボタン４０１が表示される。２人用コース選
択ボタン４０１の内側には、２人用コースで撮影を行ったときに得られる画像のサンプル
が表示される。
【０１８４】
　２人用コース選択ボタン４０１の右側には、３人用のプリコースを選択するときに操作
される長方形のボタンである３人用コース選択ボタン４０２と、４人用のプリコースを選
択するときに操作される長方形のボタンである４人用コース選択ボタン４０３が縦に並べ
て表示される。３人用コース選択ボタン４０２の内側には３人用コースで撮影を行ったと
きに得られる画像のサンプルが１枚表示され、４人用コース選択ボタン４０３の内側には
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４人用コースで撮影を行ったときに得られる画像のサンプルが１枚表示される。
【０１８５】
　サンプル画像が表示されることにより、利用者はそれぞれのコースによって得られる画
像の画角を確認することができる。図２３に示すように、少人数の撮影コースを選択した
ときに得られる画像より、大人数の撮影コースを選択したときに得られる画像の方が、垂
直方向の長さに対する水平方向の長さが長い。
【０１８６】
　コース選択画面の下方には、証明写真コースを選択するときに操作されるボタンである
証明写真コース選択ボタン４０４が表示される。証明写真コース選択ボタン４０４の内側
には、証明写真用画像のサンプルが１枚表示される。
【０１８７】
　図２４は、証明写真コース選択ボタン４０４を操作したときにコース選択画面に重ねて
表示されるポップアップの例を示す図である。
【０１８８】
　証明写真コース選択ボタン４０４を操作したとき、コース選択画面に重ねてウインドウ
４１１が表示される。ウインドウ４１１には、証明写真コースでゲームを開始してよいの
かを確認する旨のメッセージが表示され、その下に、証明写真コースでゲームを開始する
ときに操作されるYESボタンであるボタン４１１Ａと、コースの選択をやり直すときに操
作されるNOボタンであるボタン４１１Ｂが並べて表示される。
【０１８９】
　YESボタンであるボタン４１１Ａが操作されたとき、証明写真コースのゲームが開始さ
れる。一方、NOボタンであるボタン４１１Ｂが操作されたとき、ウインドウ４１１が閉じ
、タッチパネルモニタ９２の表示は、図２３のコース選択画面が表示される状態に戻る。
【０１９０】
　証明写真コースを選択したときにこのような確認画面を表示させることにより、プリコ
ースで編集画像を作りたいと思っている利用者が間違って証明写真コースを選択してしま
うことを防ぐことができる。
【０１９１】
　このようなコース選択画面を用いて利用者により選択されたコースを表す情報は、シー
ケンス管理部３０５に供給される。なお、いずれのコースも選択せずに制限時間が経過し
たとき、例えば２人用のプリコースが自動的に選択される。
【０１９２】
　図２２のステップＳ３２において、シーケンス管理部３０５は、証明写真コースが選択
されたか否かを判定する。
【０１９３】
　図２３の証明写真コース選択ボタン４０４が操作され、続けて図２４のボタン４１１Ａ
が操作されたことから証明写真コースが選択されたと判定された場合、ステップＳ３３に
おいて、表示制御部３２２は、通常コースとスピードコースのうちのいずれかのコースの
選択に用いられる選択画面をタッチパネルモニタ９２に表示させる。
【０１９４】
　図２５は、コース選択画面の例を示す図である。
【０１９５】
　コース選択画面の上方には「証明写真コース　どっちのコースにする？」のメッセージ
が表示され、その下に、通常コースを選択するときに操作されるボタンであるボタン４１
２Ａと、スピードコースを選択するときに操作されるボタンであるボタン４１２Ｂが左右
に並べて表示される。
【０１９６】
　通常コースとスピードコースのうちのいずれかのコースが選択された場合、ステップＳ
３４において、表示制御部３２２は、証明写真に関する各種の選択に用いられる画面をタ
ッチパネルモニタ９２に順次表示させる。例えば、証明写真用画像を撮影する人数、証明
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写真用画像の用途、証明写真用画像の撮影時間間隔などの選択が利用者により行われる。
【０１９７】
　図２６は、人数の選択画面の例を示す図である。
【０１９８】
　図２６の選択画面の上方には「何人で証明写真を撮影する？」のメッセージが表示され
、その下に、１人で撮影するときに操作されるボタンであるボタン４１３Ａと、２人で撮
影するときに操作されるボタンであるボタン４１３Ｂが左右に並べて表示される。当然、
２人より多い人数で証明写真用画像を撮影することができるようにしてもよい。以下、証
明写真用画像を撮影する利用者の人数が２人である場合について主に説明する。なお、証
明写真用画像を撮影する利用者の人数が１人である場合、２人で行う場合の処理のうち、
２人目の撮影に関する処理をスキップするようになっている。
【０１９９】
　図２７は、用途の選択画面の例を示す図である。
【０２００】
　図２７の選択画面の上方には「証明写真の用途は？」のメッセージが表示され、その下
に、証明写真の用途として、アルバイトの面接に提出する履歴書用、会社（社員）の面接
に提出する履歴書用、資格試験の願書用、パスポート用が表示されている。
【０２０１】
　利用者は、いずれかの用途を選択する。２人の利用者がそれぞれ用途を選択することが
できるようにしてもよい。ここで選択された用途に応じた大きさで顔などが写るように、
カメラ９１の高さ、画角などが適宜調整される。
【０２０２】
　図２８は、面接を受ける業界の選択画面の例を示す図である。
【０２０３】
　図２８の選択画面は、例えば、図２７の選択画面において、証明写真の用途が会社の面
接に提出する履歴書用であることが選択された場合に表示される。選択画面の上方には「
面接を受ける業界は？」のメッセージが表示され、その下に、金融、ＩＴ・通信、電機、
マスコミ、食品などの業界名が表示されている。
【０２０４】
　利用者は、自分が面接を受けるいずれかの業界を選択する。２人の利用者がそれぞれ異
なる業界を選択することができるようにしてもよい。表情が固めの方が好ましい、若干笑
顔の方が好ましい、髪の色が明るい方が好ましいといったように、業界ごとに、証明写真
として好ましい写真の雰囲気が異なる。ここで選択された業界に応じて、証明写真用画像
の写りの調整などが行われる。
【０２０５】
　図２９は、撮影時間間隔の選択画面の例を示す図である。
【０２０６】
　図２９の選択画面の上方には「証明写真コースの利用ははじめて？」のメッセージが表
示され、その下に、はじめてであるときに操作されるボタンであるボタン４１４Ａと、は
じめてではないときに操作されるボタンであるボタン４１４Ｂが左右に並べて表示される
。ボタン４１４Ａの下には、はじめてである場合には撮影時間間隔が長くなることの説明
が表示されている。
【０２０７】
　撮影は複数回行われるが、それぞれの撮影の間隔が、ここでの選択に応じて切り替わる
。
【０２０８】
　このような画面に対する利用者の選択内容を表す情報はシーケンス管理部３０５により
管理され、各部に提供される。
【０２０９】
　各種の選択が行われた後、図２２のステップＳ３５において、表示制御部３２２は、利
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用者が選択したコースに応じた料金の支払いを案内する画面をタッチパネルモニタ９２に
表示させる。
【０２１０】
　例えば、プリコースであれば人数にかかわらず400円、証明写真コースであれば１人当
たり400円といったように、コースや人数に応じた料金があらかじめ決められている。表
示制御部３２２は、シーケンス管理部３０５により管理されている情報に基づいて利用者
の選択内容を特定し、特定した内容に応じた料金をタッチパネルモニタ９２に表示してそ
の支払いを案内する。
【０２１１】
　証明写真コースとプリコースとで金額を変えることが可能である。また、証明写真コー
スにおいても、通常コースとスピードコースとで金額を変えてもよい。
【０２１２】
　シーケンス管理部３０５は、証明写真コースに応じた所定の料金分の硬貨が投入された
か否かを硬貨処理部２２１から供給される信号に基づいて判定し、投入されたと判定した
場合、コース選択処理を終了させる。その後、図２１のステップＳ１に戻り、それ以降の
処理が行われる。
【０２１３】
　一方、図２３のコース選択画面において、２人用コース選択ボタン４０１、３人用コー
ス選択ボタン４０２、または４人用コース選択ボタン４０３が操作されたことから、プリ
コースが選択されたとステップＳ３２において判定した場合、ステップＳ３５において、
表示制御部３２２は、プリコースに応じた料金の支払いを案内する画面をタッチパネルモ
ニタ９２に表示させる。
【０２１４】
　プリコースに応じた料金分の硬貨が投入された場合、コース選択処理は終了され、その
後、図２１のステップＳ１以降の処理が行われる。
【０２１５】
＜証明写真コースの通常コース＞
［通常コースの撮影処理１］
　次に、図３０のフローチャートを参照して、図２１のステップＳ４において行われる証
明写真コースにおける通常コースの撮影処理について説明する。
【０２１６】
　ステップＳ５１において、撮影管理部３０１のガイダンス出力制御部３２１は、表示制
御部３２２を制御し、撮影の仕方を説明する画面をタッチパネルモニタ９２に表示させる
などして撮影前ガイダンスを出力する。
【０２１７】
　このとき、ガイダンス出力制御部３２１はBGMをオフにする。プリコースでの撮影時に
はBGMがスピーカ２２４から出力されるが、証明写真コースでの撮影時にはBGMはオフにな
る。証明写真コースでの撮影時にBGMを流すかどうかを利用者が選択できるようにしても
よい。
【０２１８】
　図３１は、撮影前ガイダンス画面の例を示す図である。
【０２１９】
　撮影前ガイダンス画面の略中央には、縦長長方形の領域である画像表示領域４３１が設
けられる。画像表示領域４３１の横：縦の比は、例えば、利用者により選択された証明写
真の用途に応じて切り替わる。
【０２２０】
　撮影前ガイダンス画面の画像表示領域４３１には、はじめに、モデルとなる人物Ｈ１が
映る動画が表示される。図３１の例においては、人物Ｈ１の略胸より上、頭より若干上ま
での範囲が映っている。画像表示領域４３１に表示される動画は、人物Ｈ１が身だしなみ
を整える様子の動画である。
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【０２２１】
　動画の表示に合わせて、ガイダンス出力制御部３２１により、例えば「まずは身だしな
みの確認です。前髪は目にかからないように整え、髪型のチェックをしましょう。襟元ま
でしっかり確認し、衣服をまっすぐに整えましょう。」などの音声がスピーカ２２４から
出力される。
【０２２２】
　また、画像表示領域４３１には、身だしなみを整える様子の動画に続けて、人物Ｈ１の
略胸より上、頭より若干上までの範囲の静止画が表示される。静止画ではなく、頭の位置
などを調整する様子の人物Ｈ１の動画が表示されるようにしてもよい。
【０２２３】
　図３１に示すように、人物Ｈ１の静止画に重ねて、顔の位置と大きさの目安を表すガイ
ドラインが表示される。ガイドラインは、頭の一番上（てっぺん）の位置の目安となる高
さを表す水平線４３１Ａ、あごの位置の目安となる高さを表す水平線４３１Ｂ、および、
顔の中心の水平方向の目安となる位置を表す垂直線４３１Ｃから構成される。
【０２２４】
　画像表示領域４３１に表示される静止画は、垂直線４３１Ｃが顔の中心を通るとともに
、水平線４３１Ａの近くに頭の一番上の位置を合わせ、水平線４３１Ｂの近くにあごの一
番下の位置を合わせた人物Ｈ１の静止画である。
【０２２５】
　静止画の表示に合わせて、ガイダンス出力制御部３２１により、例えば「次に頭のてっ
ぺんとあごの先を赤いガイドラインに合わせてください。背筋を伸ばし、肩を水平にしま
しょう。中心がずれないように注意してください。あごを少し引いてください。口角を上
げて目をぱっちり開き、リラックスしてカメラを見てください。」などの音声がスピーカ
２２４から出力される。
【０２２６】
　画像表示領域４３１の隣には、適宜、撮影のポイントの説明として、「前髪を整えまし
ょう」、「襟元をまっすぐにしましょう」、「背筋を伸ばし、肩を水平にしましょう」、
「あごを少し引きましょう」、「口角を上げましょう」、「目をしっかり開きましょう」
などの文字情報も表示される。
【０２２７】
　画像表示領域４３１の右下には、撮影前ガイダンスを終えるときに操作されるSKIPボタ
ン４３２が表示される。
【０２２８】
　SKIPボタン４３２が操作されたとき、または、撮影前ガイダンスが最後まで終わったと
き、ステップＳ５２において、表示制御部３２２は、案内画面を表示するなどして、待機
エリアである区画ａ１か区画ａ２で待つことを２人目の利用者に対して案内する。図３０
の処理においては、証明写真用画像の撮影を行う２人のうち、１人目の利用者の撮影が先
に行われ、その後、２人目の利用者の撮影が行われるようになされている。
【０２２９】
　１人目の利用者の撮影中、２人目の利用者が区画ａ１か区画ａ２で待っていることによ
り、１人目の利用者の証明写真用画像に２人目の利用者が写り込んでしまうことを防ぐこ
とができる。
【０２３０】
　ステップＳ５３において、ガイダンス出力制御部３２１は、タッチパネルモニタ９２の
前に鏡９２Ａ，９２Ｂを出し、身だしなみの確認をすることを１人目の利用者に案内する
。鏡９２Ａ，９２Ｂを出してから所定の時間が経過した後、ガイダンス出力制御部３２１
は、鏡９２Ａ，９２Ｂを戻し、タッチパネルモニタ９２の表示を利用者が見えるようにす
る。
【０２３１】
　ステップＳ５４において、表示制御部３２２は、ライブビューの表示を開始する。カメ
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ラ９１による動画の撮影が開始され、撮影によって得られた、利用者が映る動画がカメラ
制御部３２３から表示制御部３２２に供給される。
【０２３２】
　撮影の開始前、カメラ９１の高さと画角が、利用者により選択された用途などに応じて
カメラ制御部３２３により調整される。カメラ９１により撮影された画像により特定され
る利用者の立ち位置に応じてカメラ９１の高さと画角が自動的に調整されるようにしても
よい。
【０２３３】
　図３２は、ライブビュー表示画面の例を示す図である。
【０２３４】
　ライブビュー表示画面の略中央に設けられた画像表示領域４３１には、人物Ｈ２が写る
動画がリアルタイムで表示される。人物Ｈ２は、先に撮影を行おうとしている１人目の利
用者である。１人目の利用者は、画像表示領域４３１に表示される自分の写りを見て、身
だしなみの確認などを行うことができる。
【０２３５】
　画像表示領域４３１には、撮影前ガイダンス画面に表示されていたものと同じ、水平線
４３１Ａ、水平線４３１Ｂ、および垂直線４３１Ｃからなるガイドラインが利用者の動画
に重ねて表示される。利用者は、立ち位置を前後左右に変えるなどして、垂直線４３１Ｃ
が中心を通るように顔の位置を合わせるとともに、水平線４３１Ａに頭の一番上の位置を
合わせ、水平線４３１Ｂにあごの一番下の位置を合わせることになる。
【０２３６】
　ガイドラインが顔の位置と大きさの目安としてライブビューに重ねて表示されるため、
利用者は、立ち位置をどこにして撮影を行えばいいのかを確認することができる。
【０２３７】
　顔の位置と大きさの目安を表す線がガイドラインとして表示されるものとしたが、顔の
位置と大きさの目安を表す画像は直線画像に限られるものではない。例えば、顔の位置と
大きさの目安を曲線の画像によって表すようにしてもよいし、楕円形などの所定の形状の
画像によって表すようにしてもよい。
【０２３８】
　また、顔の位置と大きさの目安を表す画像が表示されるものとしたが、人物の、顔以外
の部分の位置と大きさを表す画像が表示されるようにしてもよい。例えば、肩の位置と大
きさ、目の位置と大きさ、鼻の位置と大きさを表す画像を表示するようにしてもよい。
【０２３９】
　さらに、顔の位置と大きさの両方の目安となる画像が表示されるものとしたが、位置と
大きさのうちのいずれかの目安となる画像が表示されるようにしてもよい。
【０２４０】
　撮影が立った状態で行うものであるため、図３２に示すようなライブビューを見たとし
ても、人物（利用者自身）の位置と大きさを正確に調整することは困難である。後述する
ように、撮影画像に写る人物の位置と大きさの調整は、証明写真用画像の調整時にも行わ
れ、そのときの調整によって最終的に決定されるようになされている。
【０２４１】
　撮影時にライブビューを見ながら行われる人物の位置と大きさの一段階目の調整が、立
った状態で行う粗い調整となり、証明写真用画像の調整時に行われる二段階目の調整が、
最終的な微調整となる。利用者は、撮影時には、大体の大きさで、大体の位置に写るよう
に自分の立ち位置を調整すればよいことになる。
【０２４２】
　なお、カメラ９１の撮影範囲（画角）は、画像表示領域４３１に表示される範囲よりも
広いものとされる。カメラ９１により撮影された動画のうち、所定の範囲が切り出され、
画像表示領域４３１の表示に用いられる。
【０２４３】
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　ライブビューの表示に合わせて、身だしなみを整えたり、顔の位置を合わせたりするこ
とを促す音声のガイダンスも出力される。このようなライブビューが所定の時間表示され
た後、撮影前のカウントダウンが開始される。カウントダウンは、例えば撮影タイミング
の１０秒前から開始される。
【０２４４】
　図３３は、カウントダウンの表示を含むライブビュー表示画面の例を示す図である。
【０２４５】
　カウントダウンが開始されたとき、図３３に示すように、ガイドラインの表示が消え、
画像表示領域４３１の左右には、撮影までの秒数を表す数字が音声によるカウントダウン
に合わせて表示される。画像表示領域４３１の下には、「撮影します。カメラを見てくだ
さい。」のメッセージが表示される。
【０２４６】
　このようなライブビュー表示画面がタッチパネルモニタ９２に表示された状態で撮影の
タイミングになったとき、ステップＳ５５において、カメラ制御部３２３は１人目の１回
目の撮影を行う。
【０２４７】
　カメラ制御部３２３は、１回目の撮影によって得られた静止画である撮影画像を表示制
御部３２２に出力するとともに、画像記憶部３２４に出力し、記憶させる。
【０２４８】
　タッチパネルモニタ９２に表示されたシャッターボタンが押されてからカウントダウン
を開始し、その後、撮影を行うといったように、撮影タイミングを利用者が手動操作で決
めることができるようにしてもよい。
【０２４９】
　また、撮影空間Ａ１に用意されたリモートコントローラを操作したり、ジェスチャー操
作を行ったりして撮影タイミングを任意に決めることができるようにしてもよい。ジェス
チャー操作による撮影は、カメラ９１により撮影された画像を解析することによって、手
を左右に振るなどの所定の動作を利用者が行ったことが例えばカメラ制御部３２３により
検出された場合に行われる。
【０２５０】
　タッチパネルモニタ９２に表示されたシャッターボタンを押したときにカウントダウン
が開始されるとした場合、シャッターボタンを押してから急いで立ち位置に戻り、顔の位
置を調整する必要があるが、リモートコントローラの操作やジェスチャー操作により撮影
を行うことができるようにすることにより、撮影までに顔の位置の調整などが間に合わな
くなるといったことを防ぐことができる。
【０２５１】
　ステップＳ５６において、表示制御部３２２は、１人目の利用者の１回目の撮影結果を
タッチパネルモニタ９２に表示させる。
【０２５２】
　図３４は、撮影結果確認画面の例を示す図である。
【０２５３】
　図３４に示される撮影結果確認画面の画像表示領域４３１には、直前の撮影によって得
られた撮影画像が表示される。画像表示領域４３１の下には「撮影結果です。」のメッセ
ージが表示される。利用者は、このような撮影結果確認画面から、直前に撮影された撮影
画像を確認することができる。
【０２５４】
　撮影結果確認画面が所定の時間だけ表示された後、ライブビューの表示が再開され、２
回目以降の撮影が行われる。
【０２５５】
　すなわち、図３２、図３３のライブビュー表示画面が表示制御部３２２により表示され
、２回目の撮影タイミングになったとき、ステップＳ５７において、カメラ制御部３２３
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は、１人目の利用者の２回目の撮影を行う。カメラ制御部３２３は、撮影によって得られ
た撮影画像を表示制御部３２２に出力するとともに、画像記憶部３２４に出力し、記憶さ
せる。
【０２５６】
　１回目の撮影と２回目の撮影の撮影間隔は、利用者が図２９の選択画面においていずれ
のボタンを押したのかによって決定される。図２９の選択画面においてボタン４１４Ａを
押した利用者、すなわち証明写真の撮影に慣れていない利用者にとっては、身だしなみを
整えたり顔の位置を調整したりするのに時間がかかることがある。利用者が証明写真の撮
影に慣れていない場合に撮影間隔を長くすることにより、顔の位置の調整などを終える前
に次の撮影が行われてしまうことを防ぐことができる。
【０２５７】
　撮影処理の時間を固定として、撮影間隔が長い場合には撮影回数を少なくし、撮影間隔
が短い場合には撮影回数を多くするといったように撮影回数を可変としてもよい。
【０２５８】
　ステップＳ５８において、表示制御部３２２は、２回目の撮影によって得られた撮影画
像を表示する撮影結果確認画面をタッチパネルモニタ９２に表示させる。
【０２５９】
　ステップＳ５９において、表示制御部３３２は、案内画面を表示するなどして、待機エ
リアで待っている２人目の利用者と入れ替わることを１人目の利用者に対して案内する。
２回の撮影を終えた１人目の利用者は、この案内を見て区画ａ１か区画ａ２に移動し、区
画ａ１か区画ａ２で待っていた２人目の利用者は、区画ａ３に入って撮影を始める。
【０２６０】
　ステップＳ６０において、ガイダンス出力制御部３２１は、タッチパネルモニタ９２の
前に鏡９２Ａ，９２Ｂを出し、身だしなみの確認をすることを２人目の利用者に案内する
。鏡９２Ａ，９２Ｂを出してから所定の時間が経過した後、ガイダンス出力制御部３２１
は、鏡９２Ａ，９２Ｂを戻し、タッチパネルモニタ９２の表示を利用者が見えるようにす
る。
【０２６１】
　ステップＳ６１において、表示制御部３２２は、ライブビューの表示を開始する。カメ
ラ９１による動画の撮影が開始され、撮影によって得られた、２人目の利用者が映る動画
がカメラ制御部３２３から表示制御部３２２に供給される。
【０２６２】
　図３５は、ライブビュー表示画面の例を示す図である。
【０２６３】
　ライブビュー表示画面の略中央に設けられた画像表示領域４３１には、２人目の利用者
である人物Ｈ３が写る動画がリアルタイムで表示される。ライブビュー表示画面の表示は
、図３２を参照して説明した表示と同じである。
【０２６４】
　ライブビュー表示画面がタッチパネルモニタ９２に表示された状態で撮影のタイミング
になったとき、ステップＳ６２において、カメラ制御部３２３は２人目の利用者の１回目
の撮影を行う。カメラ制御部３２３は、１回目の撮影によって得られた撮影画像を表示制
御部３２２に出力するとともに、画像記憶部３２４に出力し、記憶させる。
【０２６５】
　ステップＳ６３において、表示制御部３２２は、図３４を参照して説明したようにして
、２人目の利用者の１回目の撮影結果をタッチパネルモニタ９２に表示させる。
【０２６６】
　撮影結果確認画面が所定の時間だけ表示された後、ライブビューの表示が再開される。
２回目の撮影タイミングになったとき、ステップＳ６４において、カメラ制御部３２３は
、２人目の利用者の２回目の撮影を行う。カメラ制御部３２３は、撮影によって得られた
撮影画像を表示制御部３２２に出力するとともに、画像記憶部３２４に出力し、記憶させ
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る。
【０２６７】
　ステップＳ６５において、表示制御部３２２は、２回目の撮影によって得られた撮影画
像を表示する撮影結果確認画面をタッチパネルモニタ９２に表示させる。
【０２６８】
　ステップＳ６６において、表示制御部３２２は、プリコースの紹介画面をタッチパネル
モニタ９２に表示させる。プリコースの紹介画面には、プリコース時に行うことができる
、撮影画像の編集の内容を表す画像などが表示される。
【０２６９】
　ステップＳ６７において、表示制御部３２２は、撮影を終えた利用者に対して、画像処
理空間Ａ２－１または画像処理空間Ａ２－２への移動を案内する。画像処理空間Ａ２－１
または画像処理空間Ａ２－２への移動の案内は、タッチパネルモニタ９２に画面を表示さ
せることによって、または、スピーカ２２４から音声を出力することによっても行われる
。
【０２７０】
　利用者は、撮影空間Ａ１から出て、案内された方の画像処理空間に移動して証明写真用
画像の調整を行うことになる。その後、図２１のステップＳ４に戻り、それ以降の処理が
行われる。
【０２７１】
　なお、撮影処理の開始時に画像処理空間Ａ２－１と画像処理空間Ａ２－２のうちのいず
れかが空いている場合、それぞれの利用者の撮影回数を１回とし、１回の撮影が終了した
時点で、空いている方の画像処理空間への移動を案内するようにしてもよい。これにより
、全体の処理に係る時間を短縮することができる。
【０２７２】
　また、２人目の利用者の２回目の撮影が終了した時点で画像処理空間Ａ２－１と画像処
理空間Ａ２－２の両方が空いていない場合、撮影回数を増やしてもよい。例えば、画像処
理空間Ａ２－１と画像処理空間Ａ２－２のうちのいずれかが空くまで撮影を行うことが可
能とされる。
【０２７３】
［証明写真コースにおける通常コースの撮影処理２］
　次に、図３６のフローチャートを参照して、図２１のステップＳ４において行われる証
明写真コースにおける通常コースの他の撮影処理について説明する。
【０２７４】
　図３０の処理においては、利用者が複数いる場合に１人ずつ撮影を行うものとしたが、
図３６の処理においては、複数の利用者が写る１枚の画像からそれぞれの利用者が写る画
像を生成するようになされている。個別の撮影を行わないで、複数人の撮影を同時に行う
点を除いて、図３６の処理は、図３０の処理と基本的に同様の処理である。重複する説明
は適宜省略する。
【０２７５】
　すなわち、ステップＳ８１において、撮影管理部３０１のガイダンス出力制御部３２１
は撮影前ガイダンスを出力する。また、ガイダンス出力制御部３２１はBGMをオフにする
。
【０２７６】
　ステップＳ８２において、ガイダンス出力制御部３２１は、タッチパネルモニタ９２の
前に鏡９２Ａ，９２Ｂを出し、身だしなみの確認をすることを２人の利用者に案内する。
２人の利用者は、それぞれ同時に身だしなみの確認などを行う。鏡９２Ａ，９２Ｂを出し
てから所定の時間が経過した後、ガイダンス出力制御部３２１は、鏡９２Ａ，９２Ｂを戻
し、タッチパネルモニタ９２の表示を利用者が見えるようにする。
【０２７７】
　ステップＳ８３において、表示制御部３２２は、ライブビューの表示を開始する。カメ
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ラ９１による動画の撮影が開始され、撮影によって得られた、２人の利用者が映る動画が
カメラ制御部３２３から表示制御部３２２に供給される。
【０２７８】
　図３７は、ライブビュー表示画面の例を示す図である。
【０２７９】
　画像表示領域４４１には、人物Ｈ２と人物Ｈ３が写る動画がリアルタイムで表示される
。それぞれの利用者は、画像表示領域４４１に表示される自分の写りを見て、身だしなみ
の確認などを行うことができる。
【０２８０】
　画像表示領域４４１には、水平線４４１Ａ、水平線４４１Ｂ、垂直線４４１Ｃ、および
垂直線４４１Ｄからなるガイドラインが利用者の動画に重ねて表示される。人物Ｈ２であ
る利用者は、立ち位置を前後左右に変えるなどして、垂直線４４１Ｃが中心を通るように
顔の位置を合わせるとともに、水平線４４１Ａに頭の一番上の位置を合わせ、水平線４４
１Ｂにあごの一番下の位置を合わせる。また、人物Ｈ３である利用者は、立ち位置を前後
左右に変えるなどして、垂直線４４１Ｄが中心を通るように顔の位置を合わせるとともに
、水平線４４１Ａに頭の一番上の位置を合わせ、水平線４４１Ｂにあごの一番下の位置を
合わせる。
【０２８１】
　ライブビューの表示に合わせて、身だしなみを整えたり、顔の位置を合わせたりするこ
とを促す音声のガイダンスも出力される。このようなライブビューが所定の時間表示され
た後、撮影前のカウントダウンが開始される。
【０２８２】
　撮影のタイミングになったとき、ステップＳ８４において、カメラ制御部３２３は１回
目の撮影を行う。
【０２８３】
　ステップＳ８５において、カメラ制御部３２３の分割処理部３２３Ａは、１回目の撮影
によって得られた１枚の静止画を解析することによって人物Ｈ２を含む矩形領域と人物Ｈ
３を含む矩形領域を特定する。また、分割処理部３２３Ａは、それぞれの矩形領域をそれ
ぞれ１枚の静止画として分割し、２枚の静止画を生成する。分割処理部３２３Ａは、生成
した２枚の静止画を撮影画像として表示制御部３２２に出力するとともに、画像記憶部３
２４に出力し、記憶させる。
【０２８４】
　ステップＳ８６において、表示制御部３２２は、２人の１回目の撮影結果をタッチパネ
ルモニタ９２に表示させる。
【０２８５】
　図３８は、撮影結果確認画面の例を示す図である。
【０２８６】
　撮影結果確認画面の画像表示領域４５１と画像表示領域４５２には、直前の撮影によっ
て得られた撮影画像が表示される。画像表示領域４５１と画像表示領域４５２に表示され
る撮影画像は、図３７に示すような２人の利用者が写る静止画像を分割して生成された画
像である。２人の利用者は、このような撮影結果確認画面から、それぞれ、直前に撮影さ
れた撮影画像を確認することができる。
【０２８７】
　撮影結果確認画面が所定の時間だけ表示された後、ライブビューの表示が再開され、２
回目以降の撮影が行われる。
【０２８８】
　すなわち、図３７の画面と同様のライブビュー表示画面が表示制御部３２２により表示
され、２回目の撮影タイミングになったとき、ステップＳ８７において、カメラ制御部３
２３は、２人の２回目の撮影を行う。
【０２８９】
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　ステップＳ８８において、カメラ制御部３２３の分割処理部３２３Ａは、１回目の撮影
時と同様に、２回目の撮影によって得られた１枚の静止画に基づいて、人物Ｈ２と人物Ｈ
３がそれぞれ写る２枚の静止画を生成する。分割処理部３２３Ａは、生成した２枚の静止
画を撮影画像として表示制御部３２２に出力するとともに、画像記憶部３２４に出力し、
記憶させる。
【０２９０】
　ステップＳ８９において、表示制御部３２２は、２人の２回目の撮影結果をタッチパネ
ルモニタ９２に表示させる。
【０２９１】
　ステップＳ９０において、表示制御部３２２は、プリコースの紹介画面をタッチパネル
モニタ９２に表示させる。
【０２９２】
　ステップＳ９１において、表示制御部３２２は、撮影を終えた利用者に対して、画像処
理空間Ａ２－１または画像処理空間Ａ２－２への移動を案内する。その後、図２１のステ
ップＳ４に戻り、それ以降の処理が行われる。
【０２９３】
　このように、２人の撮影を同時に行うことにより、一方の利用者が撮影を行っている間
、他方の利用者は自分の番が来るのを待つ必要がなく、撮影処理にかかる時間を短縮する
ことができる。
【０２９４】
［証明写真コースにおける通常コースの調整処理］
　次に、図３９のフローチャートを参照して、図２１のステップＳ５において行われる証
明写真用画像の調整処理について説明する。
【０２９５】
　ステップＳ１１１において、画像処理管理部３０２の表示制御部３３２は、撮影処理に
よって得られた例えば４枚の撮影画像を画像記憶部３２４から読み出して取得し、画像選
択画面をタブレット内蔵モニタ１３１に表示させる。画像記憶部３２４には、２人の利用
者がそれぞれ２回ずつ撮影を行うことによって得られた４枚の撮影画像（図３０）、また
は、２人の利用者が同時に撮影を行って得られた２枚の静止画に基づいて生成された４枚
の撮影画像（図３６）が記憶されている。
【０２９６】
　画像選択画面は、証明写真用画像とする１枚の撮影画像を選択するのに用いられる画面
である。画像選択画面において選択された撮影画像が、証明写真用画像として調整の対象
となる。
【０２９７】
　図４０は、画像選択画面の第１の例を示す図である。
【０２９８】
　画像選択画面の上方中央には、画像の選択を促す「プリントしたい画像を１枚選んでく
ださい。」のメッセージが表示され、その下に、４枚の撮影画像である、撮影画像４６１
－１，４６１－２、撮影画像４６３－１，４６３－２が並べて表示される。撮影画像４６
１－１，４６１－２は、２回の撮影によって得られた、１人目の利用者（人物Ｈ２）が写
る２枚の静止画であり、撮影画像４６３－１，４６３－２は、２回の撮影によって得られ
た、２人目の利用者（人物Ｈ３）が写る２枚の静止画である。
【０２９９】
　１人目の利用者は、タブレット内蔵モニタ１３１を挟んで左側に設けられているタッチ
ペン１３２Ａで触れることによって、撮影画像４６１－１，４６１－２のいずれかの撮影
画像を選択する。図４０の例においては、撮影画像４６１－１，４６１－２のうちの撮影
画像４６１－１が選択中とされており、枠がカーソルＣ１によって強調表示されている。
【０３００】
　また、２人目の利用者は、タブレット内蔵モニタ１３１を挟んで右側に設けられている
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タッチペン１３２Ｂで触れることによって、撮影画像４６３－１，４６３－２のいずれか
の撮影画像を選択する。撮影画像４６３－１，４６３－２のうちの撮影画像４６３－１が
選択中とされており、枠がカーソルＣ２によって強調表示されている。
【０３０１】
　撮影画像４６１－１，４６１－２の下には、証明写真用画像として用いる撮影画像を決
定するときに操作されるOKボタン４６２が表示され、撮影画像４６３－１，４６３－２の
下にはOKボタン４６４が表示される。
【０３０２】
　これにより、２人の利用者は、自分が写る２枚の撮影画像を見比べて１枚の撮影画像を
選択することができる。また、２人の利用者は、証明写真用画像とする１枚の撮影画像の
選択を並行して行うことができる。
【０３０３】
　１人目の利用者である人物Ｈ１が写る撮影画像だけを２枚選択することができるように
してもよい。２人で撮影を行ったものの、例えば、一方の利用者の写りが２枚ともよく、
他方の利用者の写りが２枚ともよくない場合、前者の利用者が写る２枚の撮影画像を選択
することにより、写りがよい撮影画像を２枚とも印刷しておくことが可能になる。
【０３０４】
　なお、このように、撮影によって得ることのできる撮影画像の枚数は任意であり、また
、証明写真用画像とする撮影画像の枚数も１人につき１枚に限られるものではない。それ
ぞれの利用者が複数枚の撮影画像を選択できるようにすることも可能である。
【０３０５】
　図４１は、画像選択画面の第２の例を示す図である。
【０３０６】
　図４１の画像選択画面においては、１人目の利用者が写る撮影画像として、１枚目の撮
影画像である撮影画像４６１－１だけが表示され、２人目の利用者が写る撮影画像として
、１枚目の撮影画像である撮影画像４６３－１だけが表示されている。
【０３０７】
　１人目の利用者は、撮影画像４６１－１の下に表示される切り替えボタン４６５を操作
することによって、撮影画像４６１－１に代えて２枚目の撮影画像４６１－２を表示させ
ることができる。同様に、撮影画像４６１－２が表示されている状態で切り替えボタン４
６５を操作することによって、撮影画像４６１－２に代えて１枚目の撮影画像４６１－１
を表示させることができる。OKボタン４６２が操作されたとき、そのとき表示されている
撮影画像（撮影画像４６１－１と撮影画像４６１－２のいずれか）が選択される。
【０３０８】
　同様に、２人目の利用者も、切り替えボタン４６６を操作することによって、撮影画像
４６３－１に代えて２枚目の撮影画像４６３－２を表示させたり、撮影画像４６３－２に
代えて１枚目の撮影画像４６３－１を表示させたりすることができる。OKボタン４６４が
操作されたとき、そのとき表示されている撮影画像（撮影画像４６３－１と撮影画像４６
３－２のいずれか）が選択される。
【０３０９】
　このように、撮影画像を切り替えて表示させ、見比べることができるようにしてもよい
。
【０３１０】
　図４２は、画像選択画面の第３の例を示す図である。
【０３１１】
　図４２の画像選択画面においても、１人目の利用者が写る撮影画像として、１枚目の撮
影画像である撮影画像４６１－１だけが表示され、２人目の利用者が写る撮影画像として
、１枚目の撮影画像である撮影画像４６３－１だけが表示されている。
【０３１２】
　１人目の利用者が写っている撮影画像４６１－１の左隣には、「＜金融＞を受けるあな
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たにはこの画像がおすすめです。」のメッセージが表示されている。これは、図２８の選
択画面において、１人目の利用者が面接を受ける業界として金融を選択したことに応じて
表示されたものである。表示制御部３３２は、撮影画像４６１－１と撮影画像４６１－２
を解析することによっていずれの画像が金融に適しているのかを特定し、特定した方の撮
影画像である撮影画像４６１－１をメッセージとともに表示する。
【０３１３】
　すなわち、表示制御部３３２に対しては、服の色、髪の色、肌の色、髪型、笑顔の程度
などの、業界毎に適していると考えられる各種のパラメータがあらかじめ管理されている
。表示制御部３３２は、撮影画像を解析することによって、被写体の写りに関するそれら
のパラメータを算出し、算出したパラメータと、あらかじめ管理しているパラメータを比
較することによって、利用者が選択した業界に適した撮影画像を特定する。
【０３１４】
　１人目の利用者は、撮影画像４６１－１を選択する場合にはOKボタン４６２を操作し、
２枚目の撮影画像４６１－２を表示させる場合には切り替えボタン４６５を操作する。
【０３１５】
　同様に、２人目の利用者が写っている撮影画像４６３－１の左隣には、「＜マスコミ＞
を受けるあなたにはこの画像がおすすめです。」のメッセージが表示されている。これは
、図２８の選択画面において、２人目の利用者が面接を受ける業界としてマスコミを選択
したことに応じて表示されたものである。表示制御部３３２は、撮影画像４６３－１と撮
影画像４６３－２を解析することによって、マスコミに適している撮影画像として撮影画
像４６３－１を特定し、メッセージとともに表示する。
【０３１６】
　２人目の利用者は、撮影画像４６３－１を選択する場合にはOKボタン４６４を操作し、
２枚目の撮影画像４６３－２を表示させる場合には切り替えボタン４６６を操作する。
【０３１７】
　このように、利用者が選択した業界に適していると判断した順に複数の撮影画像を表示
することも可能である。複数の撮影画像を並べて表示し、それぞれの撮影画像の業界に応
じた評価点数を表示することも可能である。
【０３１８】
　業界に適した順ではなく、写りの良い順などの、所定の規則性に従って選択された順に
表示されるようにすることも可能である。
【０３１９】
　図３９の説明に戻り、画像選択画面から１枚の撮影画像が選択された場合、ステップＳ
１１２において、表示制御部３３２は、証明写真用画像についての各種の注意をまとめた
画面である警告画面をタブレット内蔵モニタ１３１に表示させる。
【０３２０】
　図４３は、警告画面の例を示す図である。
【０３２１】
　図４３に示すように、警告画面には、証明写真用画像の用途、証明写真用画像の補正（
調整）の内容、シール紙に印刷される証明写真用画像の種類、証明写真用画像の印刷に用
いられる印刷媒体の種類、実際に印刷される色味などに関する注意書きが表示される。
【０３２２】
　各種の注意書きの下には、警告画面の表示を終了するときに操作されるSKIPボタン４８
１が表示される。
【０３２３】
　SKIPボタン４８１が操作されたとき、または警告画面を表示してから所定の時間が経過
したとき、ステップＳ１１３において、ガイダンス出力制御部３３１は、表示制御部３２
２を制御し、証明写真用画像の調整の仕方を説明する画面をタブレット内蔵モニタ１３１
に表示させるなどして、調整前ガイダンスを出力する。
【０３２４】
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　図４４は、調整前ガイダンス画面の例を示す図である。
【０３２５】
　調整前ガイダンス画面は、調整画面全体のうち、説明の対象となっている機能に関する
部分だけをカラー表示とし、それ以外の部分をグレーアウト表示とさせた画面である。
【０３２６】
　図４４の例においては、調整画像表示領域５１１とボタン領域５１２がカラー表示にな
っている。調整画像表示領域５１１は、調整対象となる証明写真用画像の表示領域であり
、ボタン領域５１２は、人物の位置の調整に用いられるボタンが表示される領域である。
調整前のガイダンス中であるから、調整画像表示領域５１１には、モデルの人物Ｈ１が写
る静止画が表示される。
【０３２７】
　また、図４４の例においては、ボタン領域５１２に表示されるボタンを用いて行う位置
の調整機能の説明中であることが、ボタン領域５１２を指す矢印画像５０１により表され
ている。「１番　人物の位置を調整」などの音声が、図４４の表示に合わせてガイダンス
出力制御部３３１によりスピーカ２３１から出力される。例えば、証明写真用画像の調整
は、人物の位置の調整、人物の大きさの調整、背景の色の調整、写りの調整の順に行われ
る。これらの４種類の調整の全てが行われるのではなく、４種類の調整のうちの少なくと
もいずれかが行われるようにしてもよい。また、証明写真用画像に写る人物の傾きの調整
などの他の調整が行われるようにしてもよい。
【０３２８】
　調整前ガイダンス画面においては、矢印画像５０１が説明中の機能に合わせて移動する
とともに、カラー表示の部分が、人物の大きさの調整に用いられるボタンが表示される領
域、背景の色の調整に用いられるボタンが表示される領域、写りの調整に用いられるボタ
ンが表示される領域の順に切り替わる。
【０３２９】
　カラー表示の部分が切り替わることに応じて、「２番　人物の大きさを調整」、「３番
　背景カラーを選択」、「４番　写りを調整」などの音声がスピーカ２３１から出力され
る。調整前ガイダンス画面の右上には、調整前ガイダンスを終了させるときに操作される
SKIPボタン５０２も表示される。
【０３３０】
　SKIPボタン５０２が操作されたとき、または調整前ガイダンスが終わったとき、ステッ
プＳ１１４において、表示制御部３３２は、１人目の利用者が写る証明写真用画像の調整
画面をタブレット内蔵モニタ１３１に表示させる。この例においては、１人目の利用者が
証明写真用画像の調整を終えた後、２人目の利用者が証明写真用画像の調整を行うように
なされている。
【０３３１】
　図４５は、調整画面の例を示す図である。
【０３３２】
　調整画面の左上には、１人目の利用者が選択した証明写真用画像の調整中であることを
示す「１人目の画像を調整してね」のメッセージが表示されている。
【０３３３】
　調整画面の略中央の調整画像表示領域５１１には、１人目の利用者（人物Ｈ２）が写る
証明写真用画像が表示される。調整画像表示領域５１１に表示される証明写真用画像は、
画像選択画面において２枚の撮影画像の中から選択された１枚の撮影画像である。調整画
像表示領域５１１の証明写真用画像の表示には、調整画面の各種のボタンを用いて行われ
た調整の内容がリアルタイムで反映される。
【０３３４】
　調整画像表示領域５１１の左側には、ボタン領域５１２、人物の大きさの調整に用いら
れるボタンが表示される領域であるボタン領域５１３、および、背景の色の調整に用いら
れるボタンが表示される領域であるボタン領域５１４が設けられる。
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【０３３５】
　一方、調整画像表示領域５１１の右側には、一発レタッチに用いられるボタンが表示さ
れる領域であるボタン領域５１５と、こだわりレタッチに用いられるボタンが表示される
領域であるボタン領域５１６が設けられる。ボタン領域５１５とボタン領域５１６が、写
りの調整に用いられるボタンが表示される領域である。
【０３３６】
　図４６は、図４５のボタン領域５１２、ボタン領域５１３、およびボタン領域５１４を
拡大して示す図である。
【０３３７】
　ボタン領域５１２には、左ボタン５１２Ａ、右ボタン５１２Ｂ、上ボタン５１２Ｃ、お
よび下ボタン５１２Ｄが表示される。左ボタン５１２Ａは、人物の位置を左方向に移動さ
せるときに操作されるボタンであり、右ボタン５１２Ｂは、人物の位置を右方向に移動さ
せるときに操作されるボタンである。また、上ボタン５１２Ｃは、人物の位置を上方向に
移動させるときに操作されるボタンであり、下ボタン５１２Ｄは、人物の位置を下方向に
移動させるときに操作されるボタンである。ボタン領域５１２に表示されているボタンを
押すごとに、人物の位置が所定の量だけ移動する。
【０３３８】
　ボタン領域５１３には、マイナスボタン５１３Ａとプラスボタン５１３Ｂが表示される
。マイナスボタン５１３Ａは、人物の大きさを小さくするときに操作されるボタンであり
、プラスボタン５１３Ｂは、人物の大きさを大きくするときに操作されるボタンである。
ボタン領域５１３に表示されているボタンを押すごとに、人物の大きさが所定の量だけ変
化する。
【０３３９】
　ボタン領域５１２に表示されるボタンとボタン領域５１３に表示されるボタンを用いた
調整が、人物の位置と大きさの二段階目の調整となる。
【０３４０】
　図４７は、人物の位置と大きさの二段階目の調整時の調整画面の表示例を示す図である
。
【０３４１】
　人物の位置と大きさの調整時、ライブビュー表示時と同様に、調整画像表示領域５１１
には、証明写真用画像に重ねて、水平線５１１Ａ、５１１Ｂ、および垂直線５１１Ｃから
なるガイドラインが表示される。水平線５１１Ａは、頭の一番上の位置の目安となる高さ
を表し、水平線５１１Ｂは、あごの位置の目安となる高さを表す。また、垂直線５１１Ｃ
は、顔の中心の水平方向の目安となる位置を表す。
【０３４２】
　例えば、人物の位置の調整時、「人物の位置を調整します。ガイドラインの位置に合わ
せて調整してください。」などの音声がガイダンス出力制御部３３１によりスピーカ２３
１から出力される。また、人物の大きさの調整時、「人物の大きさを調整します。ガイド
ラインの大きさに合わせて調整してください。」などの音声がガイダンス出力制御部３３
１によりスピーカ２３１から出力される。
【０３４３】
　利用者は、ボタン領域５１２とボタン領域５１３に表示されているボタンを操作して、
垂直線５１１Ｃが中心を通るように顔の位置を合わせるとともに、水平線５１１Ａに頭の
一番上の位置を合わせ、水平線５１１Ｂにあごの一番下の位置を合わせることになる。
【０３４４】
　このように、撮影時には粗い調整のみを行い、その後、証明写真用画像の調整時にタッ
チペン１３２Ａ、１３２Ｂを用いて細かい調整を行うようにすることにより、証明写真用
画像における人物の位置と大きさを正確に調整することが可能になる。
【０３４５】
　撮影時の一段階目の調整と同様に、顔の位置と大きさの目安を表す画像は直線画像に限
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られるものではない。また、人物の、顔以外の部分の位置と大きさを表す画像が表示され
るようにしてもよい。さらに、顔の位置と大きさのうちのいずれかの目安となる画像が表
示されるようにしてもよい。
【０３４６】
　撮影時の一段階目の調整時は粗い調整であるから、顔の位置と大きさのうちのいずれか
の目安となる画像のみが表示され、細かい調整である二段階目の調整時に、顔の位置と大
きさの両方の目安となる画像が表示されるようにすることも可能である。
【０３４７】
　ライブビュー表示時には、利用者はライブビューを見て身だしなみの確認なども行う必
要がある。ライブビューに重ねて表示する情報を減らすことにより、利用者が自分の様子
をより確認しやすくなる。
【０３４８】
　図４８Ａ，Ｂは、人物の位置と大きさの調整時の画像処理の例を示す図である。
【０３４９】
　図４８Ａ，Ｂの撮影画像Ｐ４１は、証明写真用画像の全体の画像であり、枠Ｆ１で示す
範囲が、調整画像表示領域５１１に表示される範囲である。撮影においては、タブレット
内蔵モニタ１３１に表示される範囲より広い範囲のデータが取得されており、取得された
画像上で、枠Ｆ１に収める範囲を変えるようにして人物の位置と大きさの調整が行われる
。
【０３５０】
　例えば、調整部３３４は、ボタン領域５１２の左ボタン５１２Ａが操作される毎に、図
４８Ａの白抜き矢印＃１１に示すように枠Ｆ１の範囲を所定の量だけ右方向に移動させ、
これにより、枠Ｆ１内における人物の位置を左方向に移動させる。また、調整部３３４は
、右ボタン５１２Ｂが操作される毎に、白抜き矢印＃１２に示すように枠Ｆ１の範囲を所
定の量だけ左方向に移動させ、枠Ｆ１内における人物の位置を右方向に移動させる。
【０３５１】
　調整部３３４は、ボタン領域５１２の上ボタン５１２Ｃ、下ボタン５１２Ｄが操作され
たときも同様に、それぞれ、白抜き矢印＃１３，＃１４に示すように枠Ｆ１の範囲を所定
の量だけ下方向または上方向に移動させ、枠Ｆ１内における人物の位置を移動させる。
【０３５２】
　また、調整部３３４は、ボタン領域５１３のマイナスボタン５１３Ａが操作される毎に
、図４８Ｂの外向きの白抜き矢印＃２１に示すように枠Ｆ１に収める範囲を、枠Ｆ１１に
収まる範囲のように所定の量だけ広くし、枠Ｆ１に対する人物の相対的な大きさを小さく
する。これにより、調整画像表示領域５１１に表示される人物は小さくなる。また、調整
部３３４は、プラスボタン５１３Ｂが操作される毎に、内向きの白抜き矢印＃２２で示す
ように枠Ｆ１に収める範囲を、枠Ｆ１２に収まる範囲のように所定の量だけ狭くさせ、枠
Ｆ１に対する人物の相対的な大きさを大きくする。これにより、調整画像表示領域５１１
に表示される人物は大きくなる。
【０３５３】
　調整が終わったとき、枠Ｆ１内の範囲がトリミングにより撮影画像Ｐ４１から切り出さ
れ、証明写真用画像として用いられる。
【０３５４】
　なお、人物の位置を調整する際、例えば人物の位置を下にずらしすぎたときには、図４
８Ａの枠Ｆ１の上辺の位置が撮影画像Ｐ４１の上辺の位置より上の位置となり、枠Ｆ１に
、撮影画像Ｐ４１の領域外の範囲が含まれることがある（撮影画像のデータとして、人物
の上方の領域のデータがないことがある）。その場合、調整画像表示領域５１１に表示さ
れる人物の上方に余白が生じないようにするために、撮影画像Ｐ４１の上の、枠Ｆ１に含
まれる範囲に背景領域（透明な背景領域）を加える処理が行われる。
【０３５５】
　人物の大きさを調整する際において人物を小さくしすぎたときも同様に、図４８Ｂの枠
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Ｆ１１が撮影画像Ｐ４１より大きくなり、枠Ｆ１１に、撮影画像Ｐ４１の領域外の範囲が
含まれることがある（撮影画像のデータとして、人物の周りの領域のデータがないことが
ある）。その場合、調整画像表示領域５１１に表示される人物の周りに余白が生じないよ
うにするために、枠Ｆ１に含まれる撮影画像Ｐ４１の領域外の範囲に背景領域（透明な背
景領域）を加える処理が行われる。
【０３５６】
　なお、これらの処理は、利用者が撮影前ガイダンスに従わずに撮影を行った場合に行わ
れるものである。利用者が撮影前ガイダンスに従って撮影を行っていることを前提とする
場合には、枠Ｆ１に、撮影画像Ｐ４１の領域外の範囲が含まれないように、人物の位置や
大きさの調整が制限されるようにしてもよい。
【０３５７】
　図４６の説明に戻り、ボタン領域５１４には、背景画像の色の選択に用いられる背景カ
ラー選択ボタン５１４Ａ乃至５１４Ｆが表示される。背景カラー選択ボタン５１４Ａ乃至
５１４Ｆはそれぞれ異なる色のボタンである。図１４を参照して説明したように、証明写
真用画像は、撮影画像の被写体を背景画像に合成することによって構成される。
【０３５８】
　調整部３３４は、背景カラー選択ボタン５１４Ａ乃至５１４Ｆが操作されることに応じ
て、撮影画像の被写体に合成する背景画像を変え、色の調整を行う。例えば、背景の調整
時、「背景を選択します。ご提出先の規定に背景の色指定がある場合、規定に沿ってお選
びください。」などの音声がスピーカ２３１から出力される。
【０３５９】
　図４９は、図４５のボタン領域５１５とボタン領域５１６を拡大して示す図である。
【０３６０】
　ボタン領域５１５には、一発レタッチの機能を利用して写りの調整を行うときに操作さ
れるモード選択ボタン５１５Ａ乃至５１５Ｃが表示される。一発レタッチの機能は、証明
写真用画像に写る利用者の肌の明るさ、肌質、目の印象、および髪色のそれぞれの写りを
、１回の操作で一括して調整する機能である。
【０３６１】
　例えば、肌の明るさには、「健康的」（少し日焼けしたような肌の明るさを表す）、「
おすすめ（ナチュラル）」、「明るめ」の名称が設定された３種類の明るさが用意され、
肌質には、「マット」、「おすすめ（ナチュラル）」、「ふんわり」の名称が設定された
３種類の肌質が用意される。目の印象には、「優しい」（目の輪郭をぼかした優しい雰囲
気の印象を表す）、「おすすめ（ナチュラル）」、「はっきり」の名称が設定された３種
類の印象が用意され、髪色には、「暗め」、「おすすめ（ナチュラル）」、「明るめ」の
名称が設定された３種類の髪色が用意される。
【０３６２】
　モード選択ボタン５１５Ａ乃至５１５Ｃは、それぞれ、「清潔感」、「健康的」、「華
やか」の名称が設定されたモードで写りを一括して調整するときに操作されるボタンであ
る。
【０３６３】
　図５０は、一発レタッチの各モードを選択したときに用いられる写りの組み合わせの例
を示す図である。
【０３６４】
　「清潔感」のモードは、肌の明るさを「おすすめ（ナチュラル）」、肌質を「おすすめ
（ナチュラル）」、目の印象を「優しい」、髪色を「暗め」として設定するモードである
。「健康的」のモードは、肌の明るさを「健康的」、肌質を「マット」、目の印象を「お
すすめ（ナチュラル）」、髪色を「おすすめ（ナチュラル）」として設定するモードであ
る。「華やか」のモードは、肌の明るさを「明るめ」、肌質を「ふんわり」、目の印象を
「はっきり」、髪色を「明るめ」として設定するモードである。当然、各モードと写りの
組み合わせは図５０に示すものに限られるものではなく、他の組み合わせであってもよい
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。
【０３６５】
　ボタン領域５１６には、一発レタッチの機能を利用しないで、肌の明るさ、肌質、目の
印象、および髪色をそれぞれ個別に調整する機能であるこだわりレタッチに操作されるボ
タンが表示される。ボタン領域５１６には領域５３１乃至５３４が設けられる。
【０３６６】
　領域５３１には、「健康的」、「おすすめ（ナチュラル）」、「明るめ」の３種類の中
から好みの肌の明るさを選択するときに操作される写り選択ボタン５３１Ａ乃至５３１Ｃ
が表示される。「健康的」、「おすすめ（ナチュラル）」、「明るめ」のそれぞれの明る
さには、色相、彩度、明度などの肌の色に関する各パラメータが対応付けられている。
【０３６７】
　写り選択ボタン５３１Ａ乃至５３１Ｃの中からいずれかのボタンが操作された場合、調
整部３３４は、被写体の肌の領域を検出し、選択された種類の明るさに応じたパラメータ
を設定することによって肌の明るさを調整する。
【０３６８】
　領域５３２には、「マット」、「おすすめ（ナチュラル）」、「ふんわり」の３種類の
中から好みの肌質を選択するときに操作される写り選択ボタン５３２Ａ乃至５３２Ｃが表
示される。「マット」、「おすすめ（ナチュラル）」、「ふんわり」のそれぞれの肌質に
は、色相、彩度、明度などの色に関する各パラメータや、シャープネスなどのパラメータ
が対応付けられている。
【０３６９】
　写り選択ボタン５３２Ａ乃至５３２Ｃの中からいずれかのボタンが操作された場合、調
整部３３４は、被写体の肌の領域を検出し、選択された種類の肌質に応じたパラメータを
設定することによって肌質を調整する。
【０３７０】
　領域５３３には、「優しい」、「おすすめ（ナチュラル）」、「はっきり」の３種類の
中から好みの目の印象を選択するときに操作される写り選択ボタン５３３Ａ乃至５３３Ｃ
が表示される。「優しい」、「おすすめ（ナチュラル）」、「はっきり」のそれぞれの目
の印象には、シャープネスなどのパラメータが対応付けられている。
【０３７１】
　写り選択ボタン５３３Ａ乃至５３３Ｃの中からいずれかのボタンが操作された場合、調
整部３３４は、被写体の目を検出し、選択された種類の印象に応じたパラメータを設定す
ることによって目の印象を調整する。
【０３７２】
　領域５３４には、「暗め」、「おすすめ（ナチュラル）」、「明るめ」の３種類の中か
ら好みの髪色を選択するときに操作される写り選択ボタン５３４Ａ乃至５３４Ｃが表示さ
れる。「暗め」、「おすすめ（ナチュラル）」、「明るめ」のそれぞれの髪色には、色相
、彩度、明度などの髪の色に関する各パラメータが対応付けられている。
【０３７３】
　写り選択ボタン５３４Ａ乃至５３４Ｃの中からいずれかのボタンが操作された場合、調
整部３３４は、被写体の髪領域を検出し、選択された種類の色に応じたパラメータを設定
することによって髪色を調整する。
【０３７４】
　図４５の調整画像表示領域５１１の上には、調整中ボタン５４１と調整前ボタン５４２
が表示される。調整中ボタン５４１は、調整中の証明写真用画像を調整画像表示領域５１
１に表示させるときに操作されるボタンであり、調整前ボタン５４２は、調整前の証明写
真用画像を調整画像表示領域５１１に表示させるときに操作されるボタンである。調整中
ボタン５４１と調整前ボタン５４２のうちのいずれかが操作可能とされる。
【０３７５】
　調整部３３４においては、調整前の証明写真用画像と調整中の証明写真用画像の２種類
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の証明写真用画像のデータが管理される。調整中ボタン５４１と調整前ボタン５４２に対
する操作が行われることに応じて、調整部３３４により管理されるデータに基づいて調整
画像表示領域５１１の表示が切り替えられる。
【０３７６】
　利用者は、調整中ボタン５４１と調整前ボタン５４２を交互に操作することによって、
各ボタンを用いて調整している調整中の証明写真用画像と、調整前、すなわち無調整の証
明写真用画像を見比べることができる。なお、調整中の証明写真用画像と、調整前（無調
整）の証明写真用画像とが並んで表示されるようにしてもよい。
【０３７７】
　調整画面においては、人物の位置、人物の大きさ、背景の色、および写りの４種類の調
整が行われるが、調整前ボタン５４２を操作したときに調整前の証明写真用画像として表
示される画像を、人物の位置や大きさの調整すらも行っていない無調整の証明写真用画像
としてもよいし、人物の位置、人物の大きさ、および背景の色のうちの少なくともいずれ
かの調整については調整済みの証明写真用画像としてもよい。
【０３７８】
　例えば、調整前の証明写真用画像として、人物の位置、人物の大きさ、および背景の色
の調整済みの画像が表示されるようにすることにより、利用者は、調整中の証明写真用画
像と、写りの調整前の証明写真用画像とを比較することができ、単に、写りが気に入って
いるか否かを判断することが可能になる。
【０３７９】
　また、調整済みの証明写真用画像が１枚以上記憶されるようにし、その記憶された調整
済みの証明写真用画像と、調整中の証明写真用画像とを比較することができるようにして
もよい。また、調整済みの証明写真用画像が複数記憶されるようにした場合には、複数の
調整済みの証明写真用画像の中から、最終的に印刷される証明写真用画像を選択させるよ
うにしてもよい。これにより、利用者の好みの証明写真用画像が印刷されたシール紙を提
供することができる。
【０３８０】
　調整画像表示領域５１１の下には、各調整機能の説明を表示するときに操作される説明
ボタン５４３、調整を最初からやり直すときに操作されるやり直しボタン５４４、および
証明写真用画像の調整を終えるときに操作される終了ボタン５４５が表示される。
【０３８１】
　調整画面の表示中、調整中ボタン５４１と調整前ボタン５４２を用いて行うことのでき
る内容を説明する「調整中・調整前ボタンを切り替えることで元の画像と見比べることが
できます。」などの音声や、説明ボタン５４３を用いて行うことのできる内容を説明する
「困ったときは説明ボタンを押してください。」などの音声が所定のタイミングで出力さ
れる。また、やり直しボタン５４４を用いて行うことのできる内容を説明する「最初から
やり直したい場合は、最初からやり直すボタンを押してください。」などの音声や、終了
ボタン５４５を用いて行うことのできる内容を説明する「調整を終わらせたい場合は、調
整終了ボタンを押してください。」などの音声が所定のタイミングで出力される。
【０３８２】
　図５１は、説明ボタン５４３が操作されたときに表示される調整画面の例を示す図であ
る。
【０３８３】
　説明ボタン５４３が操作されたとき、調整画面上の各位置には、それぞれの調整内容の
説明が表示される。例えば、一発レタッチの機能を用いるときに操作されるモード選択ボ
タン５１５Ａ乃至５１５Ｃの領域には、各モードを選択したときの写りのイメージの説明
が表示される。
【０３８４】
　調整画像表示領域５１１に重ねて表示される終了ボタン５５１が操作されたとき、調整
画面の表示は図４７の表示に戻る。
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【０３８５】
　図５２は、やり直しボタン５４４が操作されたときに表示される調整画面の例を示す図
である。
【０３８６】
　やり直しボタン５４４が操作されたとき、調整画面にはウインドウ５６１が表示される
。ウインドウ５６１の略中央には「今までの設定がすべて消えますがよろしいですか？」
のメッセージが表示され、その下に、設定を消さないで調整を続けるときに操作されるNO
ボタンであるボタン５６１Ａと、設定を消して調整をやり直すときに操作されるYESボタ
ンであるボタン５６１Ｂが表示される。
【０３８７】
　NOボタンであるボタン５６１Ａが操作されたとき、ウインドウ５６１が消え、調整画面
の表示は、調整中の証明写真用画像を含む状態に戻る。一方、YESボタンであるボタン５
６１Ｂが操作されたとき、ウインドウ５６１が消え、調整画面の表示は、調整前の証明写
真用画像を含む状態に戻る。
【０３８８】
　図５３は、終了ボタン５４５が操作されたときに表示される調整画面の例を示す図であ
る。
【０３８９】
　終了ボタン５４５が操作されたとき、調整画面上にはウインドウ５６１が表示される。
ウインドウ５６１の上方には「これで調整を終了しますがよろしいですか？」のメッセー
ジが表示され、その下に、調整後の証明写真用画像をシール紙上に配置したときのイメー
ジを表す印刷イメージ５８１が表示される。
【０３９０】
　印刷イメージ５８１の下には、調整画面に戻り、調整を続けるときに操作される戻るボ
タン５８２Ａと、調整を終了するときに操作される終了ボタン５８２Ｂが表示される。
【０３９１】
　戻るボタン５８２Ａが操作されたとき、ウインドウ５６１が消え、調整画面の表示は、
調整中の証明写真用画像を含む状態に戻る。
【０３９２】
　図３９の説明に戻り、ステップＳ１１５において、調整部３３４は、調整画面のボタン
領域５１２に表示されているボタンに対する利用者の操作に応じて、証明写真用画像にお
ける被写体の位置を調整する。被写体の位置の調整は図４８Ａを参照して説明したように
して行われる。
【０３９３】
　ステップＳ１１６において、調整部３３４は、ボタン領域５１３に表示されているボタ
ンに対する利用者の操作に応じて、証明写真用画像における被写体の大きさを調整する。
被写体の大きさの調整は図４８Ｂを参照して説明したようにして行われる。
【０３９４】
　ステップＳ１１７において、調整部３３４は、ボタン領域５１４に表示されているボタ
ンに対する利用者の操作に応じて、証明写真用画像における被写体の背景の色を調整する
。
【０３９５】
　ステップＳ１１８において、調整部３３４は、ボタン領域５１５とボタン領域５１６に
表示されているボタンに対する利用者の操作に応じて、証明写真用画像における被写体の
写りを調整する。
【０３９６】
　すなわち、調整部３３４は、ボタン領域５１５に表示されているボタンが操作されたと
き、利用者の肌の明るさ、肌質、目の印象、および髪色のそれぞれの写りに関するパラメ
ータを一括して調整する。また、調整部３３４は、ボタン領域５１６に表示されているボ
タンが操作されたとき、利用者の肌の明るさ、肌質、目の印象、および髪色に関するパラ
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メータを、それぞれ調整する。
【０３９７】
　ボタン領域５１２乃至５１６のボタンが操作される毎に証明写真用画像の調整が行われ
、調整後の証明写真用画像のデータが調整部３３４から表示制御部３３２に供給される。
調整部３３４から供給されたデータに基づいて、調整画像表示領域５１１には、調整後の
証明写真用画像が表示される。
【０３９８】
　ステップＳ１１９において、調整部３３４は、調整終了か否かを判定し、調整終了では
ないと判定した場合、ステップＳ１１５に戻り、以上の処理を繰り返す。ステップＳ１１
５乃至Ｓ１１８の各処理については、必要な処理だけが、任意の順序で行われるようにし
てもよい。
【０３９９】
　一方、終了ボタン５４５が操作され、続けて調整画面上に表示される終了ボタン５８２
Ｂ（図５３）が操作されたことから、１人目の利用者が写る証明写真用画像の調整が終了
したと判定された場合、ステップＳ１２０において、表示制御部３３２は、２人目の利用
者が写る証明写真用画像の調整画面をタブレット内蔵モニタ１３１に表示させる。
【０４００】
　図５４は、２人目の利用者が写る証明写真用画像の調整画面の例を示す図である。
【０４０１】
　調整画面の構成は、図４５を参照して説明した構成と同じである。調整画面の左上には
、２人目の利用者が選択した証明写真用画像の調整中であることを示す「２人目の画像を
調整してね」のメッセージが表示されている。
【０４０２】
　調整画面の略中央の調整画像表示領域５１１には、２人目の利用者（人物Ｈ３）が写る
証明写真用画像が表示される。２人目の利用者は、１人目の利用者と同様に、このような
調整画面を用いて証明写真用画像の調整を行う。
【０４０３】
　ステップＳ１２１において、調整部３３４は、調整画面のボタン領域５１２に表示され
ているボタンに対する利用者の操作に応じて、証明写真用画像における被写体の位置を調
整する。
【０４０４】
　ステップＳ１２２において、調整部３３４は、ボタン領域５１３に表示されているボタ
ンに対する利用者の操作に応じて、証明写真用画像における被写体の大きさを調整する。
　
【０４０５】
　ステップＳ１２３において、調整部３３４は、ボタン領域５１４に表示されているボタ
ンに対する利用者の操作に応じて、証明写真用画像における被写体の背景の色を調整する
。
【０４０６】
　ステップＳ１２４において、調整部３３４は、ボタン領域５１５とボタン領域５１６に
表示されているボタンに対する利用者の操作に応じて、証明写真用画像における被写体の
写りを調整する。
【０４０７】
　ステップＳ１２５において、調整部３３４は、調整終了か否かを判定し、調整終了では
ないと判定した場合、ステップＳ１２１に戻り、以上の処理を繰り返す。ステップＳ１２
１乃至Ｓ１２５の各処理については、必要な処理だけが、任意の順序で行われるようにし
てもよい。
【０４０８】
　一方、終了ボタン５４５が操作され、続けて調整画面上に表示される終了ボタン５８２
Ｂが操作されたことから、２人目の利用者が写る証明写真用画像の調整が終了したと判定



(41) JP 6303561 B2 2018.4.4

10

20

30

40

50

された場合、ステップＳ１２６において、表示制御部３３２は、携帯送信の機能を利用す
るか否かの確認画面をタブレット内蔵モニタ１３１に表示させる。
【０４０９】
　調整終了であると判定された場合、調整後の証明写真用画像が画像記憶部３３５に供給
され、記憶される。なお、あらかじめ設定された制限時間が経過した場合も調整終了であ
ると判定され、確認画面がタブレット内蔵モニタ１３１に表示される。証明写真用画像の
調整にも制限時間が設定されている。事後接客空間Ａ３の空き状況や印刷の状況に応じて
、適宜、制限時間が延長されるようにしてもよい。
【０４１０】
　証明写真用画像の調整の制限時間を、プリコース時の撮影画像の編集の制限時間より長
く確保しておくようにしてもよい。
【０４１１】
　携帯送信の機能を利用するか否かの確認画面に対する利用者の選択内容を表す情報は、
事後接客管理部３０４（図１６）に供給され、記憶される。
【０４１２】
　ステップＳ１２７において、表示制御部３３２は、プリコースの紹介画面をタブレット
内蔵モニタ１３１に表示させる。プリコースの紹介画面には、例えば撮影画像の編集の内
容を表す画像が表示される。紹介画面の表示に合わせて、「プリコースの落書き紹介です
。ぜひ次は撮ってみてください！」などの音声がスピーカ２３１から出力される。
【０４１３】
　プリコースの紹介が行われた後、図２１のステップＳ５に戻り、それ以降の処理が行わ
れる。
【０４１４】
　図５５は、調整画面の他の例を示す図である。
【０４１５】
　以上においては、先に１人目の利用者が調整を行い、１人目の利用者が調整を終えた後
に、２人目の利用者が調整を行うものとしたが、１人目の利用者と２人目の利用者が並行
して証明写真用画像の調整を行うようにしてもよい。
【０４１６】
　図５５の例においては、タブレット内蔵モニタ１３１の画面全体が左右に分割され、図
４５の画面と図５４の画面が並べて表示される。１人目の利用者は、左側の画面１３１Ａ
を用いて証明写真用画像の調整を行い、２人目の利用者は、右側の画面１３１Ｂを用いて
証明写真用画像の調整を行う。
【０４１７】
　２人の利用者が並行して調整を行うことができるようにすることにより、１人ずつ行う
場合に比べて、証明写真用画像の調整にかかる時間を短縮することができる。
【０４１８】
［証明写真コースにおける印刷処理］
　次に、図５６のフローチャートを参照して、図２１のステップＳ６において行われる証
明写真用画像の印刷処理について説明する。
【０４１９】
　ステップＳ１４１において、印刷管理部３０３の印刷データ生成部３４１（図１９）は
、画像記憶部３３５に記憶されている調整後の証明写真用画像を読み出して取得する。
【０４２０】
　ステップＳ１４２において、印刷データ生成部３４１は、調整後の証明写真用画像を所
定のレイアウトに配置することによって印刷データを生成し、プリンタ制御部３４２に出
力する。証明写真用画像のレイアウトは、例えば、履歴書用、願書用、パスポート用など
の、利用者により選択された証明写真用画像の用途に応じて自動的に選択される。
【０４２１】
　ステップＳ１４３において、プリンタ制御部３４２は、プリンタ２４１を制御し、印刷
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データ生成部３４１により生成された印刷データに基づいて、証明写真用画像をシール紙
に印刷させる。証明写真用画像が印刷されたシール紙はシール紙排出口１６３に排出され
る。その後、図２１のステップＳ６に戻り、それ以降の処理が行われる。
【０４２２】
　図５７、図５８は、シール紙の例を示す図である。
【０４２３】
　図５７に示すように、１人目の利用者の証明写真用画像が印刷されたシール紙６０１と
２人目の利用者の証明写真用画像が印刷されたシール紙６０２がそれぞれ生成されるよう
にすることが可能である。
【０４２４】
　また、図５８に示すように、１人目の利用者の証明写真用画像と２人目の利用者の証明
写真用画像が同じシートに混在して印刷されたシール紙６１１が生成されるようにしても
よい。２人の利用者は、はさみなどでシール紙６１１を切り、自分が写っている証明写真
用画像を使うことになる。撮影の開始前に支払う料金がシートの枚数に応じて決まる場合
、図５８に示すように１枚のシートにまとめて印刷することにより、２人の利用者は料金
の額を抑えることが可能になる。
【０４２５】
［証明写真コースにおける事後接客処理］
　次に、図５９のフローチャートを参照して、図２１のステップＳ９において行われる事
後接客処理について説明する。図５９の事後接客処理は、図３９のステップＳ１２６にお
いて表示される選択画面において携帯送信の機能を利用することが選択された場合に行わ
れる。
【０４２６】
　ステップＳ１５１において、事後接客管理部３０４の表示制御部３５１は、メールアド
レスの入力画面をタブレット内蔵モニタ１６１に表示させる。この入力画面を用いて、利
用者が持つ携帯電話機などの携帯端末のメールアドレスが入力される。
【０４２７】
　写真シール作成装置１において生成された証明写真用画像は、写真シール作成装置１か
らサーバに送信され、所定の記憶領域が割り当てられて保存される。サーバは、例えば写
真シール作成装置１のメーカーが管理するサーバである。利用者により入力されたメール
アドレスは、その記憶領域を表すURLを利用者に通知するために用いられる。サーバから
利用者の携帯端末に対して送信される電子メールには証明写真用画像の記憶領域を表すUR
Lが含まれており、そのURLへのアクセスを指示することによって、利用者は携帯端末の画
面上に証明写真用画像を表示させることができる。
【０４２８】
　携帯送信機能は、このような仕組みによって、携帯端末の画面上で証明写真用画像を閲
覧することができるようにするための機能である。
【０４２９】
　例えば、写真シール作成装置１のメーカーが開設するWebページなどから有料会員に登
録することにより、証明写真用画像のデータを携帯端末にダウンロードすることができる
ようになされている。携帯端末にダウンロードされた証明写真用画像のデータは、電子履
歴書の作成や証明写真用画像の焼き増しに用いることが可能とされる。
【０４３０】
　図６０は、メールアドレスの入力画面の例を示す図である。
【０４３１】
　入力画面の上方には、「携帯のアドレスを入力してね」のメッセージが表示される。メ
ールアドレスの入力画面も左右に分割して用いられ、２人の利用者が並行してメールアド
レスを入力することが可能とされる。
【０４３２】
　入力画面の左側が１人目の利用者により用いられる画面であり、送信される画像が１人
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目の利用者が写っている証明写真用画像であることを表すサムネイル画像６２４－１が表
示されている。
【０４３３】
　サムネイル画像６２４－１の下に、入力されたメールアドレスが表示される表示欄６２
１－１が設けられる。表示欄６２１－１の下にはアルファベットや数字などの入力に用い
られる入力ボタン６２２－１が表示される。利用者は、入力ボタン６２２－１を操作して
、自身の携帯端末のメールアドレスを入力する。入力ボタン６２２－１の下には、メール
アドレスの入力を終了するときに操作されるOKボタン６２３－１が表示される。
【０４３４】
　入力画面の右側が２人目の利用者により用いられる画面であり、送信される画像が２人
目の利用者が写っている証明写真用画像であることを表すサムネイル画像６２４－２が表
示されている。サムネイル画像６２４－２の下には、表示欄６２１－２、入力ボタン６２
２－２、およびOKボタン６２３－２が表示される。
【０４３５】
　このような入力画面に対してメールアドレスが入力され、OKボタン６２３－１とOKボタ
ン６２３－２が操作されたとき、ステップＳ１５２において、通信制御部３５２は、画像
記憶部３３５から読み出した調整後の証明写真用画像のデータとメールアドレスをサーバ
に送信する。
【０４３６】
　表示制御部３５１は、図６１に示すような紹介画面をタブレット内蔵モニタ１６１に表
示させ、処理を終了させる。その後、図２１のステップＳ９に戻り、証明写真コースにお
ける通常コースの一連の処理が終了される。
【０４３７】
　図６１は、紹介画面の例を示す図である。
【０４３８】
　図６１の紹介画面は、メールアドレスを入力しないでも、証明写真用画像を携帯端末の
画面上で閲覧できることを紹介する画面である。紹介画面の上方には、「アドレス入力で
きなくても画像がもらえるよ！」のメッセージが表示され、その下に、シール紙に印刷さ
れているメールアドレスにいわゆる空メール（本文が空欄のメール）を送り、その時に返
信されてくる電子メールに含まれるURLにアクセスしたときに表示されるWebページの入力
欄にシール紙に印刷されているIDを入力することによっても、携帯端末を使って証明写真
用画像を閲覧することができることの説明が表示されている。
【０４３９】
　以上のように、利用者は、証明写真コースを選択することによって、履歴書などに貼り
付けるのに用いる証明写真用画像が印刷されたシール紙を得ることができる。
【０４４０】
　また、通常コースを選択することによって、撮影空間Ａ１において撮影を行い、証明写
真用画像の調整を、画像処理空間Ａ２－１または画像処理空間Ａ２－２においてゆっくり
行うことができる。
【０４４１】
＜証明写真コースのスピードコース＞
［スピードコースの撮影処理１］
　次に、図６２のフローチャートを参照して、図２１のステップＳ１０において行われる
証明写真コースにおけるスピードコースの撮影処理について説明する。
【０４４２】
　上述したように、スピードコースは、画像処理空間Ａ２－１，Ａ２－２での作業を省略
し、撮影空間Ａ１での撮影の後、事後接客空間Ａ３に移動してシール紙を受け取って一連
の作業を終了させるコースである。図６２のステップＳ１６１乃至Ｓ１７４の処理は、図
３０を参照して説明したステップＳ５１乃至Ｓ６５の処理と同様の処理である。
【０４４３】
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　すなわち、ステップＳ１６１において、撮影管理部３０１のガイダンス出力制御部３２
１は撮影前ガイダンスを出力し、BGMをオフにする。ステップＳ１６２において、表示制
御部３２２は、待機エリアで待つことを２人目の利用者に案内する。
【０４４４】
　ステップＳ１６３において、ガイダンス出力制御部３２１は、タッチパネルモニタ９２
の前に鏡９２Ａ，９２Ｂを出し、身だしなみの確認をすることを１人目の利用者に案内す
る。
【０４４５】
　ステップＳ１６４において、表示制御部３２２は、ライブビューの表示を開始し、ステ
ップＳ１６５において、カメラ制御部３２３は１人目の利用者の１回目の撮影を行う。ス
テップＳ１６６において、表示制御部３２２は撮影結果をタッチパネルモニタ９２に表示
させる。
【０４４６】
　ライブビューの表示が再開され、２回目の撮影タイミングになったとき、ステップＳ１
６７において、カメラ制御部３２３は１人目の利用者の２回目の撮影を行い、ステップＳ
１６８において、表示制御部３２２は撮影結果をタッチパネルモニタ９２に表示させる。
【０４４７】
　ステップＳ１６９において、表示制御部３３２は、待機エリアで待っている２人目の利
用者と入れ替わることを１人目の利用者に案内する。
【０４４８】
　ステップＳ１７０において、ガイダンス出力制御部３２１は、タッチパネルモニタ９２
の前に鏡９２Ａ，９２Ｂを出し、身だしなみの確認をすることを２人目の利用者に案内す
る。
【０４４９】
　ステップＳ１７１において、表示制御部３２２はライブビューの表示を開始し、ステッ
プＳ１７２において、カメラ制御部３２３は２人目の利用者の１回目の撮影を行う。ステ
ップＳ１７３において、表示制御部３２２は撮影結果をタッチパネルモニタ９２に表示さ
せる。
【０４５０】
　ライブビューの表示が再開され、２回目の撮影タイミングになったとき、ステップＳ１
７４において、カメラ制御部３２３は２人目の利用者の２回目の撮影を行う。ステップＳ
１７５において、表示制御部３２２は撮影結果をタッチパネルモニタ９２に表示させる。
【０４５１】
　ステップＳ１７６において、画像処理管理部３０２は調整処理を行う。ここで行われる
調整処理は、図３９を参照して説明した処理と同様の処理である。
【０４５２】
　すなわち、図４０乃至図４２の選択画面がタッチパネルモニタ９２に表示され、証明写
真用画像とする１枚の撮影画像が選択される。証明写真用画像が選択された後、図４５、
図４７を参照して説明したような調整画面がタッチパネルモニタ９２に表示され、証明写
真用画像の調整が調整部３２５により行われる。
【０４５３】
　このように、スピードコースにおいては、タッチパネルモニタ９２に表示される調整画
面を用いて、証明写真用画像の調整が行われる。証明写真用画像の調整は、ボタンを押す
といった比較的簡易な操作によって進められる。後述するプリコース時の撮影画像の編集
と異なり、簡易な操作だけで行うことができることから、このように、証明写真用画像の
調整については、タッチペンなどが用意されていない撮影空間Ａ１においても行うことが
可能になる。
【０４５４】
　証明写真用画像の調整が終わったとき、図２１のステップＳ１０に戻り、それ以降の処
理が行われる。すなわち、画像処理空間Ａ２－１，Ａ２－２での処理は省略され、調整後
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の証明写真用画像がステップＳ１１において印刷される。
【０４５５】
　スピードコース選択時のステップＳ１１の印刷処理は、印刷する証明写真用画像のデー
タが撮影管理部３０１の画像記憶部３２４から読み出される点を除いて、図５６を参照し
て説明した処理と同様の処理である。印刷が終わったとステップＳ１２において判定され
たとき、ステップＳ１３において、事後接客空間Ａ３への移動がタッチパネルモニタ９２
の表示によって案内される。その後、ステップＳ１４において事後接客処理が行われる。
ステップＳ１４の事後接客処理は、図５９を参照して説明した処理と同様の処理である。
【０４５６】
　このように、証明写真用画像の調整は比較的簡単な操作によって行われるから、その作
業を画像処理空間Ａ２－１，Ａ２－２で行わずに、撮影空間Ａ１で済ませることも可能で
ある。これにより、一連の処理を簡略化することが可能になる。
【０４５７】
　なお、スピードコースにおいては、証明写真用画像の調整が行われないようにすること
も可能である。この場合、ステップＳ１１の印刷処理においては、無調整の証明写真用画
像が印刷されることになる。
【０４５８】
　また、図４５などを参照して説明した調整画面と同じ画面がタッチパネルモニタ９２に
表示され、証明写真用画像の調整が行われるものとしたが、調整の機能が残り時間に応じ
て制限されるようにしてもよい。
【０４５９】
　撮影処理全体には所定の時間が制限時間として設定されている。例えばシーケンス管理
部３０５は、図６２のステップＳ１７６の処理が開始されるタイミングにおける残り時間
に応じて、トリミングを自動的に行ったり、こだわりレタッチを利用不可とし、一発レタ
ッチの機能しか利用できないような制限を設定する。
【０４６０】
［スピードコースの撮影処理２］
　次に、図６３のフローチャートを参照して、図２１のステップＳ１０において行われる
証明写真コースにおけるスピードコースの第２の撮影処理について説明する。
【０４６１】
　図６２の処理においては、撮影終了後、証明写真用画像の調整が利用者の操作に応じて
行われるものとしたが、図６３の処理においては、証明写真用画像の調整が利用者の操作
によらずに自動的に行われるようになされている。
【０４６２】
　ステップＳ１９１において、表示制御部３２２は、仕上がりイメージの選択画面をタッ
チパネルモニタ９２に表示させる。証明写真用画像の自動調整が、ここで選択した仕上が
りイメージに応じて行われる。
【０４６３】
　図６４は、仕上がりイメージの選択画面の例を示す図である。
【０４６４】
　図６４の選択画面の上方には「トリミングのイメージを選択してね」のメッセージが表
示され、その下に、トリミングにより切り出す証明写真用画像の範囲のイメージを表す画
像６２５－１乃至６２５－３が表示されている。
【０４６５】
　画像６２５－１は、証明写真用画像の大きさに対して人物の顔が大きく写るトリミング
範囲のイメージを表す画像であり、画像６２５－２は、証明写真用画像の大きさに対して
人物の顔が普通のサイズで写るトリミング範囲のイメージを表す画像である。画像６２５
－３は、証明写真用画像の大きさに対して人物の顔が小さく写るトリミング範囲のイメー
ジを表す画像である。利用者は、証明写真用画像の用途などに応じてトリミング範囲を選
択することができる。
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【０４６６】
　図６５は、図６４の画面に続けて表示される仕上がりイメージの選択画面を示す図であ
る。
【０４６７】
　図６５の選択画面の上方には「レタッチのイメージを選択してね」のメッセージが表示
され、その下に、「清潔感」、「健康的」、「華やか」、「無調整」が表示される。「清
潔感」、「健康的」、「華やか」は、それぞれ、図５０を参照して説明した一発レタッチ
の内容と同じ内容の調整を自動的に施すときに選択される。「無調整」は、調整を施さな
いときに選択される。
【０４６８】
　このように、図６３の撮影処理においては、利用者は、証明写真用画像のイメージを撮
影前に選択することになる。利用者の選択内容を表す情報は調整部３２５に供給される。
【０４６９】
　図６４、図６５の選択画面を用いた仕上がりイメージの選択が行われないようにしても
よい。この場合、例えば、ステップＳ１のコース選択処理時に選択された用途に応じてト
リミング範囲が決定され、履歴書の提出先となる業界に応じてレタッチのイメージが決定
される。調整部３２５は、決定したトリミング範囲に従って証明写真用画像のトリミング
を自動的に行い、決定したレタッチのイメージに従って証明写真用画像の写りの調整を自
動的に行う。
【０４７０】
　図６３のステップＳ１９２乃至Ｓ２０６の処理は、図２９を参照して説明したステップ
Ｓ５１乃至Ｓ６５の処理と同様の処理である。すなわち、ステップＳ１９２において、撮
影管理部３０１のガイダンス出力制御部３２１は撮影前ガイダンスを出力し、BGMをオフ
にする。ステップＳ１９３において、表示制御部３２２は、待機エリアで待つことを２人
目の利用者に案内する。
【０４７１】
　ステップＳ１９４において、ガイダンス出力制御部３２１は、タッチパネルモニタ９２
の前に鏡９２Ａ，９２Ｂを出し、身だしなみの確認をすることを１人目の利用者に案内す
る。
【０４７２】
　ステップＳ１９５において、表示制御部３２２は、ライブビューの表示を開始し、ステ
ップＳ１９６において、カメラ制御部３２３は１人目の利用者の１回目の撮影を行う。ス
テップＳ１９７において、表示制御部３２２は撮影結果をタッチパネルモニタ９２に表示
させる。
【０４７３】
　ライブビューの表示が再開され、２回目の撮影タイミングになったとき、ステップＳ１
９８において、カメラ制御部３２３は１人目の利用者の２回目の撮影を行い、ステップＳ
１９９において、表示制御部３２２は撮影結果をタッチパネルモニタ９２に表示させる。
【０４７４】
　ステップＳ２００において、表示制御部３３２は、待機エリアで待っている２人目の利
用者と入れ替わることを１人目の利用者に案内する。
【０４７５】
　ステップＳ２０１において、ガイダンス出力制御部３２１は、タッチパネルモニタ９２
の前に鏡９２Ａ，９２Ｂを出し、身だしなみの確認をすることを２人目の利用者に案内す
る。
【０４７６】
　ステップＳ２０２において、表示制御部３２２はライブビューの表示を開始し、ステッ
プＳ２０３において、カメラ制御部３２３は２人目の利用者の１回目の撮影を行う。ステ
ップＳ２０４において、表示制御部３２２は撮影結果をタッチパネルモニタ９２に表示さ
せる。
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【０４７７】
　ライブビューの表示が再開され、２回目の撮影タイミングになったとき、ステップＳ２
０５において、カメラ制御部３２３は２人目の利用者の２回目の撮影を行う。ステップＳ
２０６において、表示制御部３２２は撮影結果をタッチパネルモニタ９２に表示させる。
【０４７８】
　ステップＳ２０７において、表示制御部３２２は画像選択画面を表示し、証明写真用画
像を選択させる。ここでタッチパネルモニタ９２に表示される画像選択画面は、図４０乃
至図４２に示す画面と同様の画面である。
【０４７９】
　証明写真用画像とする１枚の撮影画像が選択されたとき、ステップＳ２０８において、
調整部３２５は証明写真用画像の自動調整を行う。
【０４８０】
　例えば、調整部３２５は、調整対象の証明写真用画像を解析し、人物が写る範囲を特定
する。調整部３２５は、範囲を特定した人物が図６４の選択画面において選択された大き
さで写るように、利用者の操作によらずにトリミングを行う。
【０４８１】
　また、調整部３２５は、背景の色として所定の色を設定し、図６５の選択画面において
選択されたレタッチのイメージに応じて、肌の明るさ、肌質、目の印象、および髪色の調
整を行う。例えば、仕上がりイメージの選択画面において「清涼感」が選択された場合、
調整部３２５は、証明写真用画像に対して、肌の明るさを「おすすめ（ナチュラル）」に
応じたパラメータに従って調整し、肌質を「おすすめ（ナチュラル）」に応じたパラメー
タに従って調整する。また、目の印象を「優しい」に応じたパラメータに従って調整し、
髪色を「暗め」に応じたパラメータに従って調整する。
【０４８２】
　利用者が複数いる場合、それぞれの利用者が、自分の証明写真用画像に施される調整の
内容を仕上がりイメージの選択画面から選択できるようにしてもよい。この場合、調整部
３２５は、例えば１人目の利用者が「清涼感」の仕上がりイメージを選択していた時には
、１人目の利用者が写る証明写真用画像を、「清涼感」の仕上がりイメージとして設定さ
れた各調整内容のパラメータに従って調整する。また、調整部３２５は、２人目の利用者
が「健康的」の仕上がりイメージを選択していた時には、２人目の利用者が写る証明写真
用画像を、「健康的」の仕上がりイメージとして設定された各調整内容のパラメータに従
って調整する。
【０４８３】
　証明写真用画像の自動調整が終了したとき、図２１のステップＳ１０に戻り、それ以降
の処理が行われる。
【０４８４】
　以上においては、撮影の後に証明写真用画像の自動調整が行われるものとしたが、ライ
ブビュー表示用の動画を構成する各画像に対して利用者の選択内容に応じた自動調整が施
され、調整後の画像がタッチパネルモニタ９２に表示されるようにしてもよい。これによ
り、利用者は、自動調整後のイメージを確認しながら撮影を行うことができる。
【０４８５】
　このようなスピードコースを利用することにより、利用者は、写真シール作成装置１の
利用を早く終えることができる。
【０４８６】
　以上においては、スピードコース時の撮影が、複数の利用者を１人ずつ順に撮影する形
で進められるものとしたが、１枚ずつ交互に撮影する形で進められるようにしてもよい。
また、複数の利用者が写る撮影画像を撮影し、１枚の撮影画像をそれぞれの利用者が写る
複数枚の撮影画像に分割する、図３６を参照して説明した形で進められるようにしてもよ
い。
【０４８７】



(48) JP 6303561 B2 2018.4.4

10

20

30

40

50

＜プリコース＞
［プリコースにおける撮影処理］
　次に、図６６のフローチャートを参照して、図２１のステップＳ１５において行われる
プリコースにおける撮影処理について説明する。
【０４８８】
　ステップＳ３０１において、撮影管理部３０１のガイダンス出力制御部３２１は、表示
制御部３２２を制御し、撮影の仕方を説明する画面をタッチパネルモニタ９２に表示させ
るなどして撮影前ガイダンスを出力する。利用者は、タッチパネルモニタ９２に表示され
る画面を見て、撮影の仕方などを確認することになる。
【０４８９】
　撮影前ガイダンスが終了したとき、ステップＳ３０２において、表示制御部３２２は、
ライブビューの表示を開始する。カメラ９１による動画の撮影が開始され、撮影によって
得られた、利用者が映る動画がカメラ制御部３２３から表示制御部３２２に供給される。
【０４９０】
　図６７は、ライブビュー表示画面の例を示す図である。
【０４９１】
　ライブビュー表示画面の中央上方には「撮影するよ！」のメッセージが表示され、その
下に設けられた矩形の領域であるライブビュー表示領域７０１には、撮影空間Ａ１にいる
利用者を撮影して得られた動画が表示される。図６７の例においては、図２３のコース選
択画面において２人用のプリコースを選択した２人の利用者が撮影を行っているものとさ
れている。
【０４９２】
　ライブビュー表示領域７０１の左には、ライブビュー表示領域７０１の上辺に沿うよう
に頭の位置を調整することを案内するメッセージが表示される。ライブビュー表示領域７
０１の下には、ライブビュー表示領域７０１より小さい矩形の領域である撮影結果表示領
域７０２－１乃至７０２－６が２行３列に並べて配置される。
【０４９３】
　プリコースの静止画の撮影は例えば６回行われる。撮影結果表示領域７０２－１乃至７
０２－６には、それぞれ、撮影が行われる毎に、撮影によって得られた撮影画像が撮影順
に表示される。図６７の例においてはまだ撮影が行われていないことから、撮影結果表示
領域７０２－１乃至７０２－６には画像が表示されていない。
【０４９４】
　利用者は、このようなライブビュー表示画面を見て、自分の顔の位置を調整して撮影を
行いながら、撮影結果を確認することができる。ライブビュー表示画面の表示は６回の撮
影が終了するまで続けられる。
【０４９５】
　ライブビュー表示画面がタッチパネルモニタ９２に表示された状態で撮影のタイミング
になったとき、ステップＳ３０３において、カメラ制御部３２３は１回目の静止画の撮影
を行う。カメラ制御部３２３は、撮影によって得られた静止画である撮影画像を表示制御
部３２２に出力するとともに、画像記憶部３２４に出力し、記憶させる。
【０４９６】
　表示制御部３２２に出力された撮影画像は、ライブビュー表示画面の撮影結果表示領域
７０２－１に縮小して表示される。利用者は、１回目の撮影結果を確認しながら、次の撮
影の準備を行うことができる。
【０４９７】
　その後、２回目以降の撮影が行われる。すなわち、２回目の撮影タイミングになったと
き、ステップＳ３０４において、カメラ制御部３２３は、２回目の静止画の撮影を行う。
カメラ制御部３２３は、撮影によって得られた撮影画像を表示制御部３２２に出力してラ
イブビュー表示画面の撮影結果表示領域７０２－２に表示させるとともに、画像記憶部３
２４に出力し、記憶させる。
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【０４９８】
　ステップＳ３０５乃至Ｓ３０８において、カメラ制御部３２３は、それぞれ、３～６回
目の静止画の撮影を行う。カメラ制御部３２３は、撮影によって得られた撮影画像を表示
制御部３２２に出力してライブビュー表示画面に表示させるとともに、画像記憶部３２４
に出力し、記憶させる。
【０４９９】
　ステップＳ３０９において、表示制御部３２２は、落書きの紹介画面をタッチパネルモ
ニタ９２に表示する。
【０５００】
　ステップＳ３１０において、表示制御部３２２は、撮影を終えた利用者に対して、画像
処理空間Ａ２－１または画像処理空間Ａ２－２への移動を案内する。画像処理空間Ａ２－
１または画像処理空間Ａ２－２への移動の案内は、タッチパネルモニタ９２に画面を表示
させることによって、または、スピーカ２２４から音声を出力することによっても行われ
る。
【０５０１】
　利用者は、撮影空間Ａ１から出て、案内された方の画像処理空間に移動して撮影画像の
編集を行うことになる。その後、図２１のステップＳ１５に戻り、それ以降の処理が行わ
れる。
【０５０２】
［プリコースにおける編集処理］
　次に、図６８のフローチャートを参照して、図２１のステップＳ１６において行われる
撮影画像の編集処理について説明する。
【０５０３】
　ステップＳ３２１において、画像処理管理部３０２の表示制御部３３２は、名前入力画
面をタブレット内蔵モニタ１３１に表示させる。名前入力画面に入力された利用者の名前
に応じて、編集画面に用意される編集ツールの内容が変化する。例えば、利用者の名前を
表すスタンプ画像などが編集ツールとして用意される。
【０５０４】
　ステップＳ３２２において、表示制御部３３２は、撮影処理によって得られた例えば６
枚の撮影画像を画像記憶部３２４から読み出して取得し、目＆顔サイズ調整画面をタブレ
ット内蔵モニタ１３１に表示させる。目＆顔サイズ調整画面は、撮影画像に写る利用者の
目と顔の大きさの調整に用いられる画面である。
【０５０５】
　図６９は、目＆顔サイズ調整画面の例を示す図である。
【０５０６】
　目＆顔サイズ調整画面の中央上方には「１人ずつ目の大きさと顔の大きさを選んでね」
のメッセージが表示され、その下に、顔画像表示領域７２１Ｌと顔画像表示領域７２１Ｒ
が離れて設けられる。顔画像表示領域７２１Ｌは、２人の利用者が写る撮影画像からトリ
ミングによって切り出された、左側に写る人物の顔が拡大して表示される領域であり、顔
画像表示領域７２１Ｒは、右側に写る人物の顔が拡大して表示される領域である。例えば
、１枚目の撮影画像から切り出された人物の顔の領域が顔画像表示領域７２１Ｌと顔画像
表示領域７２１Ｒに表示される。
【０５０７】
　顔画像表示領域７２１Ｌの下にはボタン領域７２２Ｌが設けられ、顔画像表示領域７２
１Ｒの下にはボタン領域７２２Ｒが設けられる。タブレット内蔵モニタ１３１に向かって
左側に立つ利用者は、タブレット内蔵モニタ１３１の左側に用意されたタッチペン１３２
Ａを使ってボタン領域７２２Ｌに表示されるボタンを操作し、ボタン領域７２２Ｌに表示
された自分の画像の目と顔の大きさを調整することになる。一方、タブレット内蔵モニタ
１３１に向かって右側に立つ利用者は、タブレット内蔵モニタ１３１の右側に用意された
タッチペン１３２Ｂを使ってボタン領域７２２Ｒに表示されるボタンを操作し、ボタン領
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域７２２Ｒに表示された自分の画像の目と顔の大きさを調整することになる。
【０５０８】
　ボタン領域７２２Ｌの上段には、目の大きさの調整に用いられるボタンである目サイズ
選択ボタン７３１－１Ｌ乃至７３１－３Ｌが表示される。目サイズ選択ボタン７３１－１
Ｌ乃至７３１－３Ｌには、それぞれ、撮影画像からトリミングによって切り出された、大
きさの異なる目の画像が表示される。
【０５０９】
　目サイズ選択ボタン７３１－１Ｌは、目の大きさとして、撮影画像に写るそのままの大
きさを選択するときに操作されるボタンであり、目サイズ選択ボタン７３１－２Ｌは、若
干大きいサイズを選択するときに操作されるボタンである。目サイズ選択ボタン７３１－
３Ｌは、大きいサイズを選択するときに操作されるボタンである。
【０５１０】
　ボタン領域７２２Ｌの下段には、顔の大きさの調整に用いられるボタンである顔サイズ
選択ボタン７３２－１Ｌ乃至７３２－３Ｌが表示される。顔サイズ選択ボタン７３２－１
Ｌ乃至７３２－３Ｌには、それぞれ、撮影画像からトリミングによって切り出した、大き
さの異なる顔の画像が表示される。
【０５１１】
　顔サイズ選択ボタン７３２－１Ｌは、顔の大きさとして、撮影画像に写るそのままの大
きさを選択するときに操作されるボタンであり、顔サイズ選択ボタン７３２－２Ｌは、若
干小さいサイズを選択するときに操作されるボタンである。顔サイズ選択ボタン７３２－
３Ｌは、小さいサイズを選択するときに操作されるボタンである。
【０５１２】
　ボタン領域７２２Ｌの右下には、目と顔の大きさの調整を終えるときに操作されるOKボ
タン７３３Ｌが表示される。
【０５１３】
　ボタン領域７２２Ｌに表示されるボタンと同じボタンがボタン領域７２２Ｒにも表示さ
れる。ボタン領域７２２Ｒの上段には、目の大きさの調整に用いられるボタンである目サ
イズ選択ボタン７３１－１Ｒ乃至７３１－３Ｒが表示され、下段には、顔の大きさの調整
に用いられるボタンである顔サイズ選択ボタン７３２－１Ｒ乃至７３２－３Ｒが表示され
る。ボタン領域７２２Ｒの右下には、目と顔の大きさの調整を終えるときに操作されるOK
ボタン７３３Ｒが表示される。
【０５１４】
　目サイズ選択ボタン７３１－１Ｌ乃至７３１－３Ｌのうちのいずれかのボタンが操作さ
れた場合、ステップＳ３２３において、調整部３３４は、それぞれの撮影画像から、顔画
像表示領域７２１Ｌに表示されている人物と同じ人物の目の領域を検出し、検出した領域
に含まれる目の大きさを、選択された大きさに応じて調整する。
【０５１５】
　また、調整部３３４は、顔サイズ選択ボタン７３２－１Ｌ乃至７３２－３Ｌのうちのい
ずれかのボタンが操作された場合、それぞれの撮影画像から、顔画像表示領域７２１Ｌに
表示されている人物と同じ人物の顔の領域を検出し、検出した領域に含まれる顔の大きさ
を、選択された大きさに応じて調整する。
【０５１６】
　目サイズ選択ボタン７３１－１Ｒ乃至７３１－３Ｒが操作された場合、または顔サイズ
選択ボタン７３２－１Ｒ乃至７３２－３Ｒが操作された場合も同様に、調整部３３４は、
それぞれの撮影画像に写る、顔画像表示領域７２１Ｒに表示されている人物と同じ人物の
目と顔の大きさを調整する。OKボタン７３３ＬとOKボタン７３３Ｒが操作された場合、目
と顔の大きさの調整が終了される。
【０５１７】
　このように、証明写真用画像の調整時には行われない顔の大きさの調整が、撮影画像の
編集時には可能とされる。証明写真用画像に写る利用者の顔の大きさを本人が好みに応じ
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て調整することができるとした場合、証明写真用画像の信ぴょう性が損なわれることから
好ましくない。撮影画像の編集時には調整できるが証明写真用画像の調整時には調整でき
ないような内容を設定することにより、証明写真用画像の信ぴょう性が損なわれるのを防
ぐことができる。
【０５１８】
　撮影画像の編集時には化粧風の画像処理を撮影画像に施したり顔の形を細くしたりする
ことができるが、それらの調整を証明写真用画像の調整時には行うことができなくすると
いったように、他の処理の内容について、撮影画像の編集時と証明写真用画像の調整時と
で差を設定することも可能である。
【０５１９】
　ステップＳ３２４において、表示制御部３２２は、撮影画像に写る利用者の肌の明るさ
の調整に用いられる画面である明るさ調整画面をタブレット内蔵モニタ１３１に表示させ
る。
【０５２０】
　図７０は、明るさ調整画面の例を示す図である。
【０５２１】
　明るさ調整画面の中央上方には「明るさを選んでね」のメッセージが表示され、その下
に表示領域７４１が設けられる。表示領域７４１には、６枚の撮影画像の中から選択され
た例えば１枚目の撮影画像が表示される。
【０５２２】
　表示領域７４１の下のボタン領域７４２には、肌の明るさの調整に用いられるボタンで
ある明るさ選択ボタン７５１－１乃至７５１－５が表示される。より左側に表示されるボ
タンが、より暗い色の肌を選択するときに操作されるボタンであり、より右側に表示され
るボタンが、より明るい色の肌を選択するときに操作されるボタンである。表示領域７４
１に表示されている撮影画像に写る人物の肌の色を変えた画像が、明るさ選択ボタン７５
１－１乃至７５１－５として用いられる。
【０５２３】
　明るさ選択ボタン７５１－５の右側には、明るさの調整を終えるときに操作されるOKボ
タン７５２が表示される。
【０５２４】
　明るさ選択ボタン７５１－１乃至７５１－５のうちのいずれかのボタンが操作された場
合、ステップＳ３２５において、調整部３３４は、それぞれの撮影画像から人物の肌の領
域を検出し、検出した領域を、選択された明るさに応じて調整する。OKボタン７５２が操
作された場合、明るさの調整が終了される。
【０５２５】
　ステップＳ３２６において、表示制御部３２２は、撮影画像に写る利用者の背景の選択
に用いられる画面である背景選択画面をタブレット内蔵モニタ１３１に表示させる。
【０５２６】
　図７１は、背景選択画面の例を示す図である。
【０５２７】
　背景選択画面の上方中央には、「好きなセット背景を選択してね」のメッセージが表示
され、その下に、６枚の撮影画像が２行３列に配置して表示される。セット背景は、あら
かじめ設定された背景画像のセットであり、所定のテーマに沿って選択された複数の背景
画像から構成される。撮影画像が６枚ある場合、１つのセット背景は６枚の背景画像の組
み合わせによって構成される。利用者は、撮影画像７７１－１乃至７７１－６に合成する
セット背景を図７１の背景選択画面から選択することができる。
【０５２８】
　６枚の撮影画像の上段には、左から順に撮影画像７７１－１乃至７７１－３が配置され
、下段には、左から順に撮影画像７７１－４乃至７７１－６が配置される。撮影画像７７
１－１乃至７７１－６は例えば撮影順に配置される。
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【０５２９】
　撮影画像７７１－１乃至７７１－６は、目の大きさや顔の大きさの調整などが施された
画像であり、被写体として写る２人の利用者の背景には、撮影空間Ａ１の内側の白色無地
の壁面（背面パネル５１の内側）が写っている。撮影画像７７１－１乃至７７１－６に写
る利用者の背景は、背景画像が選択されることに応じてリアルタイムで変更される。
【０５３０】
　撮影画像７７１－１乃至７７１－６の下には、選択肢としてのセット背景や背景画像の
サンプル画像が表示される横長の領域である背景画像パレット７７２が表示される。背景
画像パレット７７２は、表示領域７８１の左側にタブ７９１Ｌ乃至７９４Ｌが縦に並べて
表示され、右側にタブ７９１Ｒ乃至７９４Ｒが縦に並べて表示されることによって構成さ
れる。
【０５３１】
　各タブには名称が設定されており、選択されたタブのグループに属するセット背景のサ
ンプル画像が表示領域７８１に表示される。図７１の例においては、タブ７９１Ｌとタブ
７９１Ｒが選択状態となっており、他のタブより大きく表示されている。
【０５３２】
　表示領域７８１には、８種類のセット背景（セット背景のサンプル画像）であるセット
背景８０１－１乃至８０１－８が上段に４枚、下段に４枚ずつ並べて表示されている。セ
ット背景８０１－１乃至８０１－８は、所定の色の背景画像からなるセット背景とされて
いる。それぞれのセット背景を構成する６枚の背景画像は、それぞれ、対応する位置に配
置されている撮影画像の合成に用いられる。
【０５３３】
　セット背景８０１－８の右側に表示されているボタン８０２とボタン８０３は、セット
背景８０１－１乃至８０１－８上に人物（撮影画像に写る利用者）を表示させるか、表示
させないかを選択するときに操作されるボタンである。
【０５３４】
　図７１の例においては、例えば左側の利用者によりセット背景８０１－１がタッチペン
１３２Ａで選択され、セット背景８０１－１を囲むようにカーソルＣが表示されている。
セット背景８０１－１が選択されていることにより、撮影画像７７１－１乃至７７１－６
は、セット背景８０１－１を構成する背景画像が合成された状態で表示される。
【０５３５】
　撮影画像７７１－１乃至７７１－６の右側には、背景の選択を終了するときに操作され
るOKボタン７７３が表示される。例えばセット背景８０１－２を選択した状態でOKボタン
７７３が押された場合、背景の選択が終了し、セット背景８０１－２を構成する背景画像
が撮影画像に合成される。
【０５３６】
　背景選択画面のOKボタン７７３が押された場合、ステップＳ３２７において、調整部３
３４は、利用者により選択された背景画像（背景セットを構成する背景画像）を合成する
ことによって撮影画像の背景を調整し、編集対象となる撮影画像を生成する。編集対象と
なる撮影画像は、撮影画像に写る利用者の目と顔の大きさ、肌の明るさ、および背景が調
整された画像となる。
【０５３７】
　背景画像の選択が終了したとき、ステップＳ３２８において、表示制御部３３２は、編
集画面をタブレット内蔵モニタ１３１に表示させる。
【０５３８】
　図７２は、編集画面の例を示す図である。
【０５３９】
　編集画面は、主な構成が左右対称に設けられることによって構成される。左半分の領域
である領域８１２Ｌは、タブレット内蔵モニタ１３１に向かって左側にいる利用者により
用いられる領域であり、右半分の領域である領域８１２Ｒは、タブレット内蔵モニタ１３
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１に向かって右側にいる利用者により用いられる領域である。中央上方の領域８１１には
編集処理の残り時間などが表示される。なお、図７２の各領域を囲む一点鎖線と破線は画
面に実際に表示されるものではない。
【０５４０】
　領域８１２Ｌの中央上方のサムネイル画像表示領域８２１Ｌは、撮影画像を表すサムネ
イル画像の表示領域である。利用者は、サムネイル画像表示領域８２１Ｌに表示されてい
るサムネイル画像を選択することによって、編集対象とする撮影画像を選択する。
【０５４１】
　図７２の例においては、６枚の撮影画像を表すサムネイル画像Ｐ５１乃至Ｐ５６が撮影
順に並べて表示され、左端のサムネイル画像Ｐ５１が選択されることによって、１枚目の
撮影画像が編集対象とされている。
【０５４２】
　領域８１２Ｌの略中央に設けられた比較的大きな編集領域８２２Ｌは、編集対象として
選択された撮影画像の表示領域である。利用者は、編集用パレット８３１Ｌにサンプルが
表示されるものの中から好みの編集ツールをタッチペン１３２Ａを用いて選択し、続けて
、編集領域８２２Ｌに表示された撮影画像上の位置を指定することにより、指定した位置
に、手書きの文字やスタンプ画像などの合成用画像を撮影画像に合成させて編集を行うこ
とができる。
【０５４３】
　編集領域８２２Ｌの下の編集用パレット表示領域８２３Ｌは、スタンプ画像などの各種
の編集ツールの選択に用いられる編集用パレット８３１Ｌの表示領域である。編集用パレ
ットに表示される編集ツールはカテゴリ毎に分かれており、タブを選択することによって
、編集用パレット８３１Ｌに表示させる編集ツールを切り替えることができるようになさ
れている。
【０５４４】
　編集用パレット表示領域８２３Ｌの上の修正ツール選択領域８２４Ｌは、入力した編集
を消すときに用いられるツールである消しゴムツールの選択に用いられるボタンや、１つ
前または１つ後の作業に戻るときに操作されるボタンが並べて表示される領域である。
【０５４５】
　編集領域８２２Ｌの右側の一発落書きボタン８２５Ｌは、一発落書き機能を使って編集
を行うときに操作されるボタンである。一発落書き機能は、複数種類の編集ツールを組み
合わせることによってあらかじめ設定された内容の編集を一括して編集対象の撮影画像に
合成する機能である。
【０５４６】
　一発落書きボタン８２５Ｌの上には、編集処理を終了するときに操作される終了ボタン
８２６Ｌが表示される。
【０５４７】
　領域８１２Ｒには、領域８１２Ｌの構成と同じ構成が位置を対称にして配置される。図
７２の例においては、サムネイル画像表示領域８２１Ｒからサムネイル画像Ｐ５３を選択
することによって、３枚目の撮影画像が編集対象とされている。
【０５４８】
　図６８の説明に戻り、ステップＳ３２９において、編集部３３３は、編集画面に対する
利用者の操作に応じて撮影画像の編集を行う。編集が行われることによって生成された編
集画像は編集部３３３から画像記憶部３３５に供給され、記憶される。撮影画像の編集は
、例えば、あらかじめ設定された所定の時間が経過するまで、または、編集画面に用意さ
れた終了ボタン８２６Ｌ，８２６Ｒが操作されるまで続けられる。
【０５４９】
　ステップＳ３３０において、編集部３３３は、編集終了か否かを判定し、終了ではない
と判定した場合、ステップＳ３２８以降の処理を繰り返す。
【０５５０】
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　制限時間が経過したことから、または編集画面の終了ボタン８２６Ｌ，８２６Ｒが操作
されたことから編集終了であるとステップＳ３３０において判定された場合、ステップＳ
３３１において、表示制御部３３２は、分割数選択画面をタブレット内蔵モニタ１３１に
表示させる。分割数選択画面は、編集作業によって生成された編集画像をシール紙に印刷
するときのレイアウトの選択に用いられる画面である。
【０５５１】
　図７３は、分割数選択画面の例を示す図である。
【０５５２】
　分割数選択画面の中央上方には「分割数を選んでね」のメッセージが表示され、その下
に、「おすすめ分割」を選択するときに操作される選択ボタン８５１、「切れてる分割」
を選択するときに操作される選択ボタン８５２、および「小分割・大分割」を選択すると
きに操作される選択ボタン８５３が表示される。選択ボタン８５１乃至８５３が操作され
ることに応じて、その下の領域８５４に表示される分割数の選択肢の表示が切り替わる。
【０５５３】
　領域８５４は、主な構成が左右にそれぞれ配置されることによって構成される。２人の
利用者は、それぞれ好みの分割数を選択することができる。
【０５５４】
　領域８５４の左側には、選択中の分割数を表す印刷イメージ８６１Ｌが表示される。印
刷イメージ８６１Ｌは、編集処理によって生成された編集画像が、選択中のレイアウトで
配置された画像である。印刷イメージ８６１Ｌの左側には、縦横選択ボタン８６２ＬとOK
ボタン８６３Ｌが表示される。OKボタン８６３Ｌは分割数の選択を終えるときに操作され
るボタンである。
【０５５５】
　レイアウト表示領域８６４Ｌには、分割数のサンプル画像である画像８７１－１乃至８
７１－３が表示される。
【０５５６】
　領域８５４の右側にも同様に、選択中の分割数を表す印刷イメージ８６１Ｒが表示され
、その右側に、縦横選択ボタン８６２ＲとOKボタン８６３Ｒが表示される。レイアウト表
示領域８６４Ｒには、分割数のサンプル画像である画像８７１－１乃至８７１－３が表示
される。
【０５５７】
　このような分割数選択画面から所定のレイアウトが選択されたとき、ステップＳ３３２
において、表示制御部３３２は、撮影画像の編集を終えた利用者に対して事後接客空間Ａ
３への移動を案内する。事後接客空間Ａ３への移動の案内は、タブレット内蔵モニタ１３
１に画面を表示させることによって、またはスピーカ２３１から音声を出力させることに
よって行われる。その後、図２１のステップＳ１６に戻り、それ以降の処理が行われる。
【０５５８】
［プリコースにおける印刷処理］
　次に、図７４のフローチャートを参照して、図２１のステップＳ１７において行われる
編集画像の印刷処理について説明する。
【０５５９】
　ステップＳ３４１において、印刷管理部３０３の印刷データ生成部３４１は、画像記憶
部３３５に記憶されている編集画像を読み出して取得する。
【０５６０】
　ステップＳ３４２において、印刷データ生成部３４１は、分割数選択画面を用いて利用
者により選択されたレイアウトに従って編集画像を配置し、印刷データを生成する。印刷
データ生成部３４１は、生成した印刷データをプリンタ制御部３４２に出力する。
【０５６１】
　ステップＳ３４３において、プリンタ制御部３４２は、プリンタ２４１を制御し、印刷
データ生成部３４１により生成された印刷データに基づいて、編集画像をシール紙に印刷
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させる。これにより、図１１を参照して説明したようなシール紙が生成され、シール紙排
出口１６３に排出される。その後、図２１のステップＳ１７に戻り、それ以降の処理が行
われる。
【０５６２】
［プリコースにおける事後接客処理］
　次に、図７５のフローチャートを参照して、図２１のステップＳ１８において行われる
事後接客処理について説明する。
【０５６３】
　ステップＳ３５１において、事後接客管理部３０４の表示制御部３５１は、メールアド
レスの入力画面をタブレット内蔵モニタ１６１に表示させる。メールアドレスの入力画面
は、図６０を参照して説明した画面と同様の画面である。
【０５６４】
　入力画面に対してメールアドレスが入力されたとき、ステップＳ３５２において、通信
制御部３５２は、画像記憶部３３５から読み出した編集画像のデータとメールアドレスを
サーバに送信する。表示制御部３５１は、写真シール作成装置１の紹介画面をタブレット
内蔵モニタ１６１に表示させ、処理を終了させる。その後、図２１のステップＳ１８に戻
り、プリコースの一連の処理が終了される。
【０５６５】
　以上のように、利用者は、プリコースを選択することによって、友達などと一緒に撮影
し、編集などで遊んだ後に、編集画像が印刷されたシール紙を得ることができる。
【０５６６】
＜変形例＞
・事前ユニットを設けた例
　図７６は、写真シール作成装置１の外観の他の構成例を示す斜視図である。
【０５６７】
　図７６の例においては、側面パネル４２Ａにタブレット内蔵モニタ１００１が設けられ
、その左右にタッチペン１００２Ａとタッチペン１００２Ｂが設けられる。また、タブレ
ット内蔵モニタ１００１の下には、硬貨投入口１００３が設けられる。タブレット内蔵モ
ニタ１００１、タッチペン１００２Ａ，１００２Ｂ、および硬貨投入口１００３から事前
ユニット１０１１が構成される。他の構成は、図１を参照して説明した構成と同じ構成で
ある。
【０５６８】
　事前ユニット１０１１の各構成は、撮影空間Ａ１に入って作業を開始する前の事前作業
に用いられる。例えば、図２１のステップＳ１のコース選択処理が、事前ユニット１０１
１を用いて行われる。
【０５６９】
　利用者は、タブレット内蔵モニタ１００１に表示される選択画面に従って、利用するコ
ースなどの各種の選択を行う。また、タブレット内蔵モニタ１００１に表示される案内に
従って、コースに応じた代金を硬貨投入口１００３に入れ、その後、撮影空間Ａ１に入っ
て撮影を始める。このように、コース選択などの各種の選択が事前ユニット１０１１を用
いて行われるようにしてもよい。
【０５７０】
・椅子を撮影空間Ａ１に設けた例
　以上においては、証明写真用画像の撮影を立った状態で行うものとしたが、撮影空間Ａ
１内に例えば収納式の椅子を用意しておき、椅子に座った状態で行うようにしてもよい。
利用者は、証明写真コースを選択した場合、椅子の準備を行って座ってから上述したよう
な撮影を行う。
【０５７１】
　椅子を用意しておくことにより、利用者を所定の位置に誘導することが可能になる。
【０５７２】
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　また、収納式ではなく、床材２７に配設されたレールに沿って前後方向に移動可能な椅
子が用意されるようにしてもよい。この椅子は高さも調整可能とされる。例えば、撮影空
間Ａ１の中心位置を基準とし、撮影部２１に近づく方向を前方向、背景部２２に近づく方
向を後方向として前後方向に移動することにより、証明写真用画像に写る利用者の大きさ
を調整することが可能になる。椅子の前後方向の位置や高さの調整は、利用者が選択した
コースや用途に応じて行われる。
【０５７３】
・タイミングチャートの例
　写真シール作成装置１においては、複数の利用者のグループが並行してゲームを行うこ
とが可能である。証明写真コースのスピードコースを選択したグループが現れた場合、そ
の前に写真シール作成装置１の利用を開始したグループの作業が延長され、スピードコー
スを選択したグループが撮影した証明写真用画像の印刷が優先的に行われるようにしても
よい。
【０５７４】
　図７７は、複数のグループにゲームの機能を提供する写真シール作成装置１の処理のタ
イミングチャートの例を示す図である。
【０５７５】
　図７７の例においては、最初に写真シール作成装置１の利用を始めたグループは利用者
グループＡであり、利用者グループＡに続けて写真シール作成装置１の利用を始めたグル
ープは利用者グループＢである。利用者グループＡはプリコースを選択したグループであ
り、利用者グループＢは証明写真コースのスピードコースを選択したグループである。な
お、図７７に示すグループは、複数人の利用者から構成されるものであってもよいし、そ
れぞれ個別に料金を支払ってゲームを行う１人の利用者から構成されるものであってもよ
い。図７８においても同様である。
【０５７６】
　利用者グループＡは、時刻ｔ１において、撮影空間Ａ１に入り、プリコースを選択した
後、撮影を開始する。撮影の後、利用者グループＡは、時刻ｔ２において、撮影空間から
画像処理空間（画像処理空間Ａ２－１またはＡ２－２）に移動し、撮影画像の編集を開始
する。
【０５７７】
　一方、利用者グループＢは、時刻ｔ２において、利用者グループＡがいなくなった撮影
空間に入り、証明写真コースを選択した後、時刻ｔ１１において、スピードコースを選択
する。このとき、利用者グループＡが行っている編集は、制限時間が経過していたとして
も、利用者グループＢの証明写真用画像の印刷が終了する時刻ｔ３まで延長される。
【０５７８】
　すなわち、時刻ｔ１２において、利用者グループＢの撮影が終了したとき、先に、利用
者グループＢが撮影した証明写真用画像の印刷が行われる。証明写真用画像の印刷が終了
した時刻ｔ３において、利用者グループＢは、事後接客空間Ａ３に移動してシール紙を受
け取り、適宜、事後接客処理を行って一連のゲームを終了させる。
【０５７９】
　また、時刻ｔ３において、利用者グループＡによる撮影画像の編集が終了し、時刻ｔ４
まで編集画像の印刷が行われる。編集画像の印刷が終了した時刻ｔ４において、利用者グ
ループＡは、シール紙を受け取り、適宜、事後接客処理が終わってから一連のゲームを終
了させる。
【０５８０】
　当日面接がある等の理由によって証明写真を急いで用意する必要がある場合があるが、
編集画像を急いで用意する必要があることは考えにくいため、このような場合にスピード
コースを選択した利用者の処理を優先させることにより、そのような利用者の要求に応え
ることが可能になる。
【０５８１】
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　図７８は、写真シール作成装置１の処理のタイミングチャートの他の例を示す図である
。
【０５８２】
　図７８の例においては、最初に写真シール作成装置１の利用を始めた利用者グループＡ
は証明写真コースの通常コースを選択したグループであり、利用者グループＡに続けて写
真シール作成装置１の利用を始めた利用者グループＢは証明写真コースのスピードコース
を選択したグループである。
【０５８３】
　利用者グループＡは、時刻ｔ１において、撮影空間Ａ１に入り、証明写真コースを選択
し、通常コースを選択した後、撮影を開始する。撮影の後、利用者グループＡは、時刻ｔ
２において、撮影空間Ａ１から画像処理空間（画像処理空間Ａ２－１またはＡ２－２）に
移動し、証明写真用画像の調整を開始する。
【０５８４】
　一方、利用者グループＢは、時刻ｔ２において、利用者グループＡがいなくなった撮影
空間Ａ１に入り、証明写真コースを選択した後、時刻ｔ１１において、スピードコースを
選択する。このとき、利用者グループＡが行っている調整は、制限時間が経過していたと
しても、利用者グループＢの証明写真用画像の印刷が終了する時刻ｔ３まで延長される。
【０５８５】
　すなわち、時刻ｔ１２において、利用者グループＢの撮影が終了したとき、先に、利用
者グループＢが撮影した証明写真用画像の印刷が行われる。証明写真用画像の印刷が終了
した時刻ｔ３において、利用者グループＢは、事後接客空間Ａ３に移動してシール紙を受
け取り、適宜、事後接客処理を行って一連のゲームを終了させる。
【０５８６】
　また、時刻ｔ３において、利用者グループＡによる証明写真用画像の調整が終了し、時
刻ｔ４まで証明写真用画像の印刷が行われる。証明写真用画像の印刷が終了した時刻ｔ４
において、利用者グループＡは、シール紙を受け取り、適宜、事後接客処理が終わってか
ら一連のゲームを終了させる。
【０５８７】
　このように、証明写真コースのスピードコースが選択された場合、そのとき行われてい
る処理を、スピードコースを選択した利用者の証明写真用画像の印刷が終わるまで延長さ
せることが可能である。
【０５８８】
　以上においては、証明写真用画像の撮影を行う利用者が２人である場合、１人ずつ順に
撮影を行ったり（図３０）、２人同時に撮影を行ったり（図３６）するものとしたが、一
度に撮影を行う利用者の人数は任意である。例えば、証明写真用画像の撮影を行う利用者
が４人である場合、２人ずつ順に撮影を行い、２人の利用者が写る１枚の画像を分割して
それぞれの利用者が写る証明写真用画像を作成することも可能である。また、４人同時に
撮影し、４人が写る１枚の画像を分割することによって、それぞれの利用者が写る証明写
真用画像を作成することも可能である。
【０５８９】
　本発明の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨
を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【０５９０】
　１　写真シール作成装置，　１１　撮影ユニット，　１２　画像処理ユニット，　２０
１　制御部，　３０１　撮影管理部，　３０２　画像処理管理部，　３０３　印刷管理部
，　３０４　事後接客管理部，　３０５　シーケンス管理部
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